
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　フシギは、ジミーと雷らい太たとともに、湖みずうみのほとりに立たっていた。

　目めの前まえには、青あおいフードをかぶった少しょう年ねん、千せん野のマボロシがいる。

　マボロシは、フシギの兄あにだ。

　山やま奥おくにある、今いまでは廃はい村そんになってしまった仟せん埜の村むらこそ、フシギとヒミツが生うまれ育そだった場ば所しょだった。

　そして、そんな村むらの外はずれにある湖みずうみのほとりに、ボロボロになった石せき碑ひが置おかれていた。

　千せん野の不ふ思し議ぎ之の墓はか

　石せき碑ひにはそう書かかれている。

　フシギは、その石せき碑ひをじっと見みつめていた。

「今いまから僕ぼくが話はなしてあげるよ。フシギ、キミのことを、そしてヒミツのこともね」

　マボロシは、フシギの失うしなわれた記き憶おくを知しっているようだ。

　フシギたちは、ただ黙だまって、彼かれの話はなしに耳みみを傾かたむけた。
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「ねえ、お兄にいちゃんはこの村むらのこと好すき？」

　晴はれた日ひの午ご後ご。

　赤あかい服ふくと赤あかいスカートを身みにつけた女おんなの子こが、森もりの中なかを歩あるきながら、後うしろにいる黒くろい学がく生せい服ふくを着きた男おとこの子こにそう言いった。

　それは、遠とおい遠とおい昔むかしの出で来き事ごと。

　女おんなの子こと男おとこの子こは、ヒミツとフシギである。

「村むらを？」

　フシギは歩あるきながら、森もりの向むこうを眺ながめた。

　森もりの端はしに、わずかに仟せん埜の村むらが見みえている。

　フシギはその村むらを見みながら「分わからないよ」と答こたえた。

「他ほかの村むらや町まちと比くらべようがないからね。だって僕ぼくもヒミツも、村むらから出でたことないだろう」

　フシギとヒミツの両りょう親しんは、彼かれらが赤あかん坊ぼうのときに亡なくなった。

　２人ふたりは仟せん埜の村むらに住すんでいる親しん戚せきのマボロシの家いえで育そだてられ、この村むらが世せ界かいのすべてだったのだ。

　しかし、フシギの答こたえを聞きいたヒミツは、頬ほおを膨ふくらませながら首くびを横よこに振ふった。

「も～、どうして他ほかの村むらとか町まちと比くらべるの？　私わたしが聞ききたいのは、村むらの人ひとたちのことよ。私わたしはみんなのこと大だい好すきだよ」

　ヒミツは立たち止どまると、フシギのほうに顔かおを向むけ、幸しあわせそうに笑わらった。

「本ほん当とうのお父とうさんやお母かあさんのことは全ぜん然ぜん覚おぼえてないけど、おじ様さまもおば様さまもすごく優やさしいし、お兄にい様さまだって本ほん当とうの兄きょう妹だいみたいに仲なか良よくしてくれるでしょ」

「ああ、昨日きのうも写しゃ真しんを撮とってくれたものね」

「お兄にいちゃん、すごく緊きん張ちょうしてたよね」

「そりゃあそうだよ。写しゃ真しんなんて滅めっ多たに撮とらないだろ。まあ、誕たん生じょう日びのいい記き念ねんになったけど」

　２人ふたりは、昨日きのう14歳さいになった。

「ねえ、お兄にいちゃんは大人おとなになったら何なにになりたい？」

　ふいに、ヒミツが尋たずねた。

「大人おとなになったら？」

　フシギは「う～ん」と言いって首くびをひねった。

「考かんがえたこともないなあ。この村むらで働はたらくとは思おもうけど」

「私わたしはね、もう決きめてあるの」

　ヒミツは、フシギの目めをじっと見みつめた。




「私わたしは、お兄にいちゃんとずっと一いっ緒しょにいるの。大人おとなになっても、おばあちゃんやおじいちゃんになってもずっと一いっ緒しょに楽たのしく暮くらすの」




「ヒミツ……」

　フシギは嬉うれしくなり、思おもわず照てれ笑わらいを浮うかべそうになる。

　そんなフシギを見みて、ヒミツはまた幸しあわせそうに笑わらった。

　やがて、ヒミツは「そうだ」と言いうと、昨日きのうマボロシから聞きいた話はなしをフシギに教おしえた。

「お兄にい様さまに、14歳さいになったから教おしえてあげるねって言いわれたの」

「どんな話はなしだい？」




「とっても怖こわい話はなし。──この村むらにはね、『カンカン様さま』って女おんなの幽ゆう霊れいがいるんだって」




「えっ？」

　そんな話はなし、初はじめて聞きいた。

　フシギがそう言いうと、ヒミツは小ちいさくうなずいた。

「お兄にい様さまが言いうには、村むらの決きまりで子こ供どもには教おしえないことにしてるらしいの。カンカン様さまは木き槌づちを持もってて、それで人ひとを襲おそうらしいよ」

「人ひとを襲おそう……」

　フシギは身み震ぶるいするが、すぐに首くびを横よこに振ふった。




「それはきっと、兄にいさんがヒミツを怖こわがらせるためについた噓うそだよ。村むらにそんな決きまりがあるわけないし、そもそも、この世よに幽ゆう霊れいなんているわけないよ」




「そうなのかな？」

「そうだよ。ヒミツもそんなこと信しんじちゃいけないよ」

　フシギのはっきりとした口く調ちょうに、ヒミツは「それもそうだよね」と笑わらった。

　そんなヒミツを見みて、フシギも笑わらう。

「さあ、帰かえろう」

　フシギは、ヒミツとともに村むらへ帰かえることにした。

「あっ、うさぎ」

　ヒミツは、茂しげみのほうを指ゆびさした。

　見みると、茂しげみの奥おくにある岩いわの下したに、１羽わのうさぎがいる。

「かわいい～」

　ヒミツはうさぎを触さわろうと、岩いわ場ばへと駆かけて行いった。

「ヒミツ、帰かえるよ」

「分わかってる。だけどとってもかわいいでしょ」

「まったく……」

　フシギは呆あきれながら、ヒミツのもとへ歩あるいて行いこうとする。

　だが、フシギは岩いわ場ばを見みてハッとした。

　ヒミツの頭あたまの上うえにある岩いわの一いち部ぶが、今いままさに崩くずれ落おちようとしていたのだ。




「危あぶないっ！」




　フシギはあわてて駆かけ寄よると、ヒミツを突つき飛とばした。

「きゃ！」

　ヒミツが茂しげみの中なかに倒たおれる。

　フシギは、ヒミツの代かわりに岩いわの真ま下したに前まえのめりになって膝ひざをついた。

　瞬しゅん間かん、岩いわが崩くずれ、フシギの上うえに落らっ下かした。




　ドオォォン
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「お兄にいちゃん！」

　土つち埃ぼこりが舞まい、何なにも見みえなくなってしまう。

「お兄にいちゃん！　お兄にいちゃん！」

　ヒミツは必ひっ死しに叫さけぶが、返へん事じはない。




「そんな……、そんな……、嫌いやああああ!!」




　ヒミツは突とつ然ぜんの出で来き事ごとにパニックになる。

　木き々ぎが激はげしく揺ゆれる。

　同どう時じに、強つよい風かぜがヒミツの周まわりを吹ふき抜ぬけた。




「ヒミツ……」




　小ちいさな声こえがした。

「お兄にいちゃん！」

　ヒミツは手てで土つち埃ぼこりを掻かき分わけると、岩いわ場ばに駆かけ寄よった。

　落らっ下かした岩いわのそばに、フシギの姿すがたがある。

　どうやら、岩いわが当あたる直ちょく前ぜんに上手うまくよけたようだ。

「よかった～～」

　ヒミツは目めに涙なみだを浮うかべてフシギに抱だきつく。

　フシギはほほ笑えみながら、そんなヒミツの頭あたまを優やさしく撫なでた。

「お兄にいちゃん、怪け我がはない??」

「大だい丈じょう夫ぶ、平へい気きだよ」

　フシギは埃ほこりを払はらいながら、その場ばからゆっくりと立たち上あがった。

　そのとき──、




　ガサガサッ




　岩いわ場ばの向むこうで、茂しげみが激はげしく動うごいた。

「え？」

　フシギとヒミツは、同どう時じに音おとのしたほうに顔かおを向むける。

　茂しげみの中なかに、何なにかがある。




　それは、不ぶ気き味みな女おんなの顔かおだ。




「誰だれなの……？」

　村むらの人にん間げんではない。

　ヒミツが戸と惑まどっていると、フシギが声こえをあげた。

「あれは人にん間げんじゃない！」

「どういうこと？」

「あの顔かおをよく見みるんだ！」

　女おんなの顔かおを見みると、肌はだが完かん全ぜんに透すけている。

　女おんなが茂しげみから出でて来くる。

　首くびから下したは、煙けむりのようなものに包つつまれていて、身体からだはまったく見みえない。

　女おんなは、フシギたちを見みながら、血ちのように赤あかい唇くちびるを大おおきく開あけた。




　ヒヒヒヒ




　次つぎの瞬しゅん間かん、女おんなはフシギたちに襲おそいかかってきた。

「きゃああ！」

「ヒミツ！」

　フシギはヒミツの手てを掴つかむ。

「逃にげるぞ！」

「う、うん！」

　２人ふたりはあわててその場ばから走はしり出だした。




　ヒヒヒ　ヒヒヒヒ




　煙けむりに包つつまれた女おんなが、フシギたちに迫せまって来くる。

　フシギたちは必ひっ死しに走はしり続つづける。

「お兄にいちゃん、怖こわいよ！」

「いいから走はしるんだ。捕つかまったら殺ころされるぞ！」

　あれが何なに者ものなのかは分わからない。

　しかし、捕つかまったら無ぶ事じではすまないだろう。

「あっ」

　前ぜん方ぽうを見みると、大おおきな木きが見みえる。

「あそこなら！」

　フシギはヒミツを連つれて、その木きの陰かげに身みを隠かくした。

「お兄にいちゃん」

「動うごいちゃダメだ」

　フシギはヒミツを守まもるように抱だきしめ、息いきを殺ころす。

　やがて、不ぶ気き味みな女おんなが近ちかくにやって来きた。

　女おんなは、目めをギョロギョロとさせて、辺あたりを見み回まわす。

　フシギはヒミツを抱だきしめながら、女おんなが立たち去さるのを祈いのった。




　すると、女おんなが立たち止どまり、なぜか急きゅうに震ふるえ出だした。




（どうしたんだ……？）

　フシギは戸と惑まどいながら、木きの陰かげから顔かおを出だし、女おんなを見みる。

　透とう明めいだった女おんなの顔かおが、徐じょ々じょに白しろい肌はだに変かわっていった。

　首くびから下したを覆おおっていた煙けむりも消きえ、白しろい着き物ものを着きた身体からだが見みえる。

　ボサボサの髪かみには、鉄てつのような輪わっかを載のせている。

　鉄てつの輪わには、ロウソクが３本ぼん立たっていて、ボッと炎ほのおがついた。

　女おんなは、いつの間まにか木き槌づちを持もっていた。




　ヒヒヒヒヒヒ




　女おんなは、笑わらい声ごえをあげながら、フラフラとさ迷まようように歩あるき出だすと、やがて森もりの奥おくに消きえて行いった。

「た、助たすかったのか……」

　フシギは見みつからずにすみ、ホッと胸むねをなでおろす。

　だが、ヒミツは胸むねの中なかでブルブルと震ふるえていた。

「あの人ひと、人にん間げんじゃないよね？　あれって、あれって……」

　怯おびえるヒミツに、フシギは小ちいさくうなずく。

「あれはたぶん、カンカン様さまだ──」
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　夕ゆう方がた。

　フシギとヒミツは家いえに帰かえると、先さきほどの出で来き事ごとをマボロシに話はなした。

「カンカン様さまだって？」

「うん、僕ぼくたち森もりの中なかで見みたんだ」

　マボロシはそれを聞きき、一いっ瞬しゅん目めを大おおきく見み開ひらく。

　しかし、すぐに笑えみを浮うかべた。




「何なにかの見み間ま違ちがいだよ。あれはヒミツを怖こわがらせようと思おもって話はなした、ただの噂うわさ話ばなしだからね」




「だけどお兄にい様さま、私わたしたち本ほん当とうに」

「ヒミツ、もしかしてフシギと一いっ緒しょになって、僕ぼくをびっくりさせようと思おもってるのかい？」

「そ、そうじゃないけど」

「２人ふたりとも、いいから手てを洗あらって。そろそろ夕ゆう食しょくだよ」

　マボロシはそう言いうと、リビングへ行いってしまった。

「お兄にいちゃん……」

「僕ぼくたち、ほんとに見みたのに……」
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　夜よる。

　フシギとヒミツは、夕ゆう食しょくを取とりながら、おじとおばにも同おなじことを話はなした。

　だが、２人ふたりもまったく信しんじてくれなかった。

「どうしたら信しんじてくれるんだ……」

　夕ゆう食しょくを食たべ終おわると、フシギは自じ分ぶんの部へ屋やに戻もどり、ひとり悩なやみ続つづけていた。

　カンカン様さまは今いまも森もりの中なかにいる。

　それを考かんがえると、森もりに行いくことすら恐おそろしく思おもえた。

　そのとき、窓まどの外そとから人ひとの声こえが聞きこえてきた。

　フシギは窓まどに近ちかづき、外そとを見みる。

　すると、村むらの人ひとたちが大おお勢ぜい、家いえの前まえに集あつまっていた。

「何なんだ？」

　フシギが首くびを傾かしげていると、家いえの玄げん関かんからおじとおばが出でて来きた。

「あっ」




　おじたちに連つれられ、なぜかヒミツもいる。




「離はなして！　ねえ、おじ様さま、お願ねがい、痛いたいの！」

　ヒミツは、おじに腕うでを引ひっ張ぱられ、無む理りやり歩あるかされていた。

「ヒミツ！」

　フシギはあわてて部へ屋やを飛とび出だすと、玄げん関かんに向むかった。

　そして、ドアを開あけ、外そとに出でた。

「お兄にいちゃん！」

「ヒミツ！」

　ヒミツは村むらの人ひとたちに取とり囲かこまれていた。

　フシギはヒミツのもとに駆かけ寄よろうとする。

　だが、周まわりにいた人ひと々びとがフシギの身体からだを掴つかんだ。

「邪じゃ魔まをするな。この子こは、『お神かみ様さま』になったんだ！」

　白しろいヒゲを生はやした村そん長ちょうが言いう。

「どういうことですか？」




「千せん野のヒミツは、御お禍か身み山やまに捧ささげられる『お神かみ様さま』になった」




「早はやくしないと……早はやくしないと……」

　村むら人びとたちは口くち々ぐちにそう言いいながら、ヒミツをどこかに連つれて行いこうとする。

「お兄にいちゃん、助たすけて！」

「ヒミツ、くそ、離はなせっ！」

　フシギは身体からだを掴つかんでいる手てを振ふりほどこうとするが、さらに周まわりの人ひと々びとが集あつまってきて、地じ面めんに押おさえつけられてしまった。

　人ひと々びとの輪わの外そとに、おじとおばもいる。

　フシギは彼かれらのほうを見みて、必ひっ死しに声こえをかけた。

「おじさん、おばさん、ヒミツを助たすけて！」

　しかし２人ふたりは、ブルブルと震ふるえていた。

「こ、こればかりはどうしようもないんだ」

「本ほん当とうに本ほん当とうにごめんなさい……だけど、こうするしかないの」

　２人ふたりは怯おびえながら、人ひと々びととともにヒミツを連つれて夜よるの暗くら闇やみの中なかに消きえて行いった。

「ヒミツ！　ヒミツ！」

　フシギは押おさえつけられたまま何なん度ども叫さけぶ。

　遠とおくでヒミツがフシギの名な前まえを呼よぶ声こえが聞きこえたが、やがてそれも聞きこえなくなってしまった。

「その子こは儀ぎ式しきの邪じゃ魔まだ。閉とじ込こめておけ！」

　村そん長ちょうの言こと葉ばに、フシギを取とり押おさえていた村むら人びとたちが大おおきくうなずいた。
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「ヒミ、ツ……」

　村そん長ちょうの家いえにある古ふるい蔵くら。

　フシギは真まっ暗くらな蔵くらの中なかに閉とじ込こめられていた。

　あちこちに農のう機き具ぐが置おかれている。

　蔵くらの上うえのほうには小ちいさな窓まどがあり、わずかに夜よ空ぞらが見みえている。

　夜よ空ぞらには、満まん月げつが浮うかんでいた。

　フシギは連つれて来こられるとき抵てい抗こうし、村むら人びとたちを怒おこらせ、ボロボロになっていた。

　身体からだ中じゅうに痛いたみを感かんじる。

　あちこち傷きずもある。

　だが、フシギは、ヒミツのことだけを思おもっていた。

　なぜ、ヒミツは御お禍か身み山やまに捧ささげられなくてはならないのだろうか？

　そもそも、お神かみ様さまとは何なんなのだろう？

　そんな名な前まえも、儀ぎ式しきも、聞きいたことがなかった。

（今いままで、幸しあわせに暮くらしていたのに……）

　おじとおばと同おなじように、村むらの人ひとたちも、両りょう親しんを亡なくしたフシギたちに優やさしかった。

　それなのに、みな、ヒミツを見みて怯おびえていた。

「早はやく……ヒミツを助たすけないと……」

　フシギはそう思おもうが、蔵くらの扉とびらには鍵かぎがかかっていた。

　窓まども小ちいさく、そこから出でることは不ふ可か能のうだ。

　ただ、時じ間かんだけが過すぎていく。

　フシギは無む力りょくさを感かんじ、悔くやし涙なみだを流ながした。




　ガチャ




　突とつ然ぜん、扉とびらの鍵かぎが開ひらく音おとがした。

　フシギはハッとして顔かおを上あげると、扉とびらのほうを見みた。

　扉とびらがゆっくりと開ひらく。

　フシギは村むらの人ひとたちが来きたのだと思おもい、近ちかくに置おかれていたクワを手てに取とると、身み構がまえた。

　しかし、扉とびらを開あけたのは、村むらの人ひとたちではなかった。




「フシギ、ひどい目めにあったね」




　マボロシだ。

「兄にいさん！」

　フシギはクワを投なげ捨すてると、マボロシのそばに駆かけ寄よった。

「ヒミツが連つれ去さられたんだ！」

「部へ屋やから見みていたよ。まさか、父とうさんたちがあの話はなしをあそこまで怖こわがっていたなんて」

「どういうこと？」

　フシギがたずねると、マボロシは険けわしい表ひょう情じょうになった。




「この村むらには、子こ供どもたちに教おしえてはいけないことがあるんだ。だけどそれはカンカン様さまのことじゃない。──『お神かみ様さま』。その力ちからを持もってしまった人にん間げんは、その土と地ちで噂うわさされていたり伝でん説せつになっていたりする存そん在ざいを、具ぐ現げん化かできるようになってしまうんだ」




「それって……」

　フシギはそれを聞きき、ハッとなった。

「もしかして、僕ぼくたちが森もりで見みた女おんなは──」




「ああ、力ちからを得えてしまったヒミツが、カンカン様さまを具ぐ現げん化かしてしまったんだ」




「そんな……」

「おそらく、ヒミツは何なにか大おおきなショックを受うけたんだろうね。そのショックで力ちからを手てに入いれてしまったんだ」

「大おおきなショック……」

　あのとき、ヒミツはフシギが岩いわの下した敷じきになったと思おもって、パニックになった。

　もしかしたら、その瞬しゅん間かんに力ちからが生うまれたのかもしれない。

「僕ぼくのせいだ……」

　フシギはマボロシを見みた。

「ヒミツはどこにいるの？　どうして捕つかまったりしたの??」




「みんな、あの力ちからを怖こわがっているんだ。父とうさんたちはキミたちからカンカン様さまの話はなしを聞きいて、ヒミツが力ちからを得えたことに気きづいたんだろうね。そして村そん長ちょうに話はなしてしまった。村むらの人ひとたちは自じ分ぶんたちが不ふ幸こうな目めに遭あう前まえに、御お禍か身み山やまの湖みずうみに封ふう印いんしようと思おもっているんだ」




「封ふう印いん？」

「湖みずうみに沈しずめるってことだよ」

「そんなのダメだ！　そんなことをしたらヒミツが！」

　フシギはマボロシに迫せまった。

「ヒミツは今いまどこにいるの??」

「集しゅう会かい所じょだよ。あと少すこししたら、湖みずうみに連つれて行いかれるはずだ」




「ヒミツ！」

　フシギは、あわてて倉そう庫こを飛とび出だそうとした。

　だが、そんなフシギの肩かたをマボロシが掴つかんだ。

「ヒミツを助たすけるつもりか？」

「当あたり前まえだろ！」

「集しゅう会かい所じょから連つれ出だしたら、すぐ村むらの人ひとたちが捜さがし始はじめるぞ。ヒミツは走はしるのが得とく意いじゃない。逃にげてもあっという間まに追おいつかれるぞ」

「だったらどうすればいいんだよ！」

「ヒミツを上手うまく逃にがせるいい方ほう法ほうがあるんだ」

「えっ？」

　戸と惑まどうフシギに、マボロシは持もってきていた服ふくを見みせた。

　それは、フードのついた黒くろい服ふくである。
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　村むら外はずれにある集しゅう会かい所じょ。

　ヒミツはその中なかに捕とらえられていた。

　ランプの薄うす暗ぐらい明あかりが灯ともるなか、ヒミツは儀ぎ式しき用ようの服ふくを着きせられ、柱はしらに縄なわでくくりつけられていた。

　村むらの人ひとたちは、ヒミツのことを恐おそれ、今いまから湖みずうみに沈しずめるのだという。

　ヒミツは何なん時じ間かんも泣なき続つづけ、フシギのことを呼よび続つづけた。

　だが、フシギは現あらわれず、もう泣なく力ちからも残のこっていなかった。

「お兄にいちゃん……」

　ヒミツは、すべてを諦あきらめたかのような表ひょう情じょうで、力ちからなくつぶやいた。




　そのとき、入いり口ぐちのドアが開ひらいた。




　ヒミツはハッとして顔かおを上あげる。

　そこには、月つき明あかりに照てらされた、フシギが立たっていた。

「お兄にいちゃん！」

　フシギは黒くろいフードをかぶっている。

　フシギは、「しっ」と注ちゅう意いしながら、ヒミツのそばに駆かけ寄よった。

「痛いたかっただろう。もう大だい丈じょう夫ぶだ」

　フシギは縄なわを解ほどく。

　ヒミツはようやく自じ由ゆうになれた。

「お兄にいちゃん、早はやく逃にげよう」

　ヒミツはそう言いって、フシギの腕うでを掴つかむ。

　だが、フシギはその手てをゆっくりと離はなした。




「逃にげるのは、ヒミツ、お前まえだけだ」




「どういうこと？」

「兄にいさんに言いわれたんだ。一いっ緒しょに逃にげたら、いなくなったことがすぐにバレてしまう。僕ぼくがヒミツの振ふりをしてここに残のこる。その間あいだに、兄にいさんと先さきにふもとの町まちまで逃にげるんだ」

「そんなことしたら、お兄にいちゃんが危き険けんなことに──」




「大だい丈じょう夫ぶ。お兄にいちゃんは何なにがあっても、お前まえのところに必かならず行いくから」




　フシギはにっこりと笑わらうと、ヒミツの頭あたまを優やさしく撫なでた。
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「さあ、服ふくを取とり換かえよう」

「だけど」

「いいから急いそいで！」

「でも！」

「僕ぼくは、お前まえを助たすけたいんだ！」

「お兄にいちゃん……」

　ヒミツは戸と惑まどいながらも、何なにも言いえなくなる。

　小ちいさくうなずくと、ヒミツは、着きている服ふくをフシギの服ふくと取とり換かえることにした。




　ヒミツは、黒くろい服ふくを着きて、黒くろいフードをかぶる。

　フシギは、ヒミツの着きていた赤あかい服ふくを着きて、赤あかいフードをかぶった。




「森もりの入いり口ぐちで兄にいさんが待まってる。早はやく行いくんだ」

　ヒミツはフシギを見みる。

　フシギもヒミツを見みた。

「お兄にいちゃん、私わたし、待まってるからね」

　ヒミツはそう言いうと、外そとへ飛とび出だした。

「それでいいんだ」

　フシギは暗くら闇やみの中なかに消きえて行いくヒミツの後うしろ姿すがたをいつまでも見みつめた。

「あとは、兄にいさんが助たすけに来くるのを待まっていれば……」

　ヒミツをふもとの町まちに隠かくした後あと、マボロシは村むらに戻もどってきて、今こん度どはフシギを助たすけてくれることになっていた。

　フシギはフードを深ふかくかぶると、顔かおがはっきりとは分わからないようにした。

　そして、自じ分ぶんの身体からだを縄なわで柱はしらに縛しばり付つけ、マボロシが助たすけに来くるのを待まった。




　しかし、いつまで経たっても、マボロシは助たすけに来こなかった。




（そんな、どうして……）

　やがて、村そん長ちょうたちが集しゅう会かい所じょにやって来きた。

「さあ、来くるんだ」

　フシギは焦あせるが、ここでバレたら、ヒミツが捕つかまってしまう。

　フシギは、バレないように必ひっ死しに顔かおを隠かくし続つづけた。




「早はやくしないと……早はやくしないと……」




　外そとに出でると、村むらの人ひとたちが大おお勢ぜい集あつまっていて、怯おびえながら同おなじ言こと葉ばを繰くり返かえす。

　フシギはそんな彼かれらに取とり囲かこまれながら、湖みずうみのほとりまでやって来きた。

（ここで正しょう体たいがバレたら、絶ぜっ対たいにダメだ）




　ヒミツ　ヒミツ　ヒミツ




　死しにたくない。

　だが、今いまここで逃にげたら、ヒミツが死しぬことになる。

　それだけは絶ぜっ対たいに嫌いやだ。




　ヒミツ、ヒミツ、ヒミツヒミツヒミツ……。

　フシギは村そん長ちょうたちが見みているなか、ヒミツのことを思おもいながら、湖みずうみに足あしをつける。

　夜よ空ぞらには、満まん月げつが浮うかんでいる。

　赤あかいフードをかぶったフシギは、満まん月げつに照てらされながら、一歩ぽ、また一歩ぽと、湖みずうみの中なかへ入はいって行いった。

「ヒミツ……」

　次つぎの瞬しゅん間かん、フシギの身体からだは、完かん全ぜんに湖みずうみの中なかに消きえた。

























「人ひと身み御ご供くうになったのはヒミツちゃんじゃなくて、フシギくんだった？」

　現げん在ざい。

　雷らい太たは、マボロシから話はなしを聞きき、目めをパチクリさせた。

　ジミーから聞きいた記き事じの内ない容ようでは、人ひと身み御ご供くうとなったのは双ふた子ごの兄きょう妹だいだった。

　そして、その内うちのひとりが助たすかったと言いわれていたのだ。

「フシギくんが、人ひと身み御ご供くうになったけど助たすかったってこと？　記き事じの内ない容ようとは随ずい分ぶん違ちがうような気きがするけど」

　言いい伝つたえでは、長なが引びく雨あめを止とめるために、人ひと々びとは不ふ思し議ぎな力ちからを持もつ兄きょう妹だいを人ひと身み御ご供くうとして捧ささげた。

　だが、マボロシの話はなしでは雨あめは関かん係けいなかった。

　すると、マボロシがニヤッと笑わらった。

「言いい伝つたえというのは、人ひとから人ひとへ伝つたわっていく内うちに内ない容ようが変かわっていくものだよ」

　マボロシはフシギをじっと見みつめた。

「それでフシギ、僕ぼくの話はなしを聞きいて何なにか思おもい出だしたかい？」

　フシギは先さきほどからずっと険けわしい表ひょう情じょうを浮うかべている。

　ジミーはそんなフシギを不ふ安あんそうに見みた。

「フシギ……」

　そばに近ちかづこうとすると、フシギは一歩ぽ前まえに出でて、マボロシのほうに顔かおを向むけた。

「思おもい出だしたよ。たしかに僕ぼくは湖みずうみに沈しずんだ。だけどその後ご、なぜか助たすかった。そしてこれを兄にいさんから渡わたされたんだ」

　フシギは、赤あかい手て帳ちょうを取とり出だした。

「それって、マボロシさんが作つくったって言いってたよね？」

　雷らい太たの言こと葉ばに、フシギは小ちいさくうなずく。




「この手て帳ちょうがあれば、きっとヒミツを救すくえる。兄にいさんはあのとき、僕ぼくにそう言いったんだ」




　それはフシギが湖みずうみに沈しずんだ少すこし後あとの出で来き事ごと。

　フシギは、そのときのことをゆっくりと語かたり始はじめた。
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「ここは、どこだ……」

　目めを覚さましたフシギは、自じ分ぶんが森もりの中なかにいることに気きづいた。

　空そらには太たい陽ようが見みえている。

「僕ぼくは……、千せん野のフシギ……」

　名な前まえは憶おぼえている。

　だが、それ以い外がいの記き憶おくが一いっ切さいなかった。

　フシギは自じ分ぶんがフードのついた赤あかい服ふくを着きていることに気きづいた。

　眼がん下かには、山やまのふもとに広ひろがる町まちが見みえている。

　そこに白しろい煙けむりがたなびいていた。

　町まちを抜ぬけていく蒸じょう気き機き関かん車しゃが吐はき出だす煙けむりだ。

「僕ぼくは、あの町まちから来きたのか……？」

　そうつぶやいていると、ふと、背はい後ごから声こえがした。

「そうじゃないよ」

　見みると、左ひだり目めの下したにほくろがある年とし上うえの少しょう年ねんが立たっていた。

「あなたは、ええっと」

「どうやら、僕ぼくのことを忘わすれてしまったようだね」

　青あおい服ふくに身みを包つつんだ少しょう年ねんはしゃがんで、座すわり込こんでいるフシギと目め線せんを合あわせた。

「フシギ、助たすかってよかった」

「助たすかる？」

「それも覚おぼえていないんだね」

　少しょう年ねんは、ほほ笑えむと、懐ふところから『赤あかい手て帳ちょう』を出だした。

「それは……？」

「これを見みても何なにも思おもい出だせないのかい？　以い前ぜん、僕ぼくが渡わたした手て帳ちょうだよ。キミの部へ屋やに置おいてあったのを持もってきたんだ」

　フシギは首くびをかしげた。

「しょうがないね。じゃあ、この写しゃ真しんはどうだい」

　そう言いうと、年とし上うえの少しょう年ねんは赤あかい手て帳ちょうの表ひょう紙しを開ひらいた。

　そこには１枚まいの写しゃ真しんがある。

「あっ！」

　フシギは写しゃ真しんを手てに取とると、目めを大おおきく見み開ひらいた。

　フシギと手てを繫つなぐひとりの少しょう女じょが写うつっているのだ。




「ヒミツ！」




　フシギは、自じ分ぶんに妹いもうとがいたことを思おもい出だした。

「ヒミツ、どこだ？　どこにいるんだ??」

　ヒミツを早はやく見みつけ出ださなければならない。

　その記き憶おくが突つき刺ささるようによみがえった。

　そんなフシギに、少しょう年ねんは語かたりかけた。

「ヒミツは力ちからを得えて、その土と地ちで噂うわさされている伝でん説せつを具ぐ現げん化かできるようになってしまった。僕ぼくは彼かの女じょを助たすけようとしたけど、途と中ちゅうで伝でん説せつが具ぐ現げん化かされてしまって。騒さわぎになっている内うちに、ふもとの町まちでヒミツとはぐれてしまったんだ」

　少しょう年ねんは、眼がん下かに見みえる町まちを指ゆびさした。

「早はやく見みつけなきゃ」

　フシギは立たち上あがると、あわてて山やまを下おりようとした。

　すると、少しょう年ねんは「待まつんだ」と声こえをかけた。

「具ぐ現げん化かされた伝でん説せつは手て強ごわい。その時ときは、これを使つかうんだ」

　少しょう年ねんは手てにしていた『赤あかい手て帳ちょう』をフシギに渡わたした。

「これを使つかう？」

「この手て帳ちょうは僕ぼくが作つくったんだ。僕ぼくにもヒミツのような不ふ思し議ぎな力ちからが少すこしだけある。この手て帳ちょうを開ひらいて呪じゅ文もんを唱となえれば、伝でん説せつを回かい収しゅうできる」

「回かい収しゅう……」

　戸と惑まどうフシギに、少しょう年ねんは呪じゅ文もんを伝つたえた。

「せらていろの？　せつういろの？　しゃえい……??」

　フシギは少しょう年ねんから教おしえられた言こと葉ばを意い味みも分わからず繰くり返かえした。

「そうだ。その言こと葉ばを忘わすれるな。手て帳ちょうを開ひらいて唱となえれば呪じゅ文もんになる」

「……はい」

　なんだか分わからないがうなずくフシギに、少しょう年ねんは話はなしを続つづける。




「ヒミツが具ぐ現げん化かしてしまった伝でん説せつをすべて回かい収しゅうするんだ。この手て帳ちょうがあれば、きっとヒミツを救すくえる。救すくえるのは、フシギ、キミしかいないんだ」
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「僕ぼくが、手て帳ちょうで、ヒミツを……」

　フシギは赤あかい手て帳ちょうと写しゃ真しんの中なかのヒミツを交こう互ごに見みつめた。

「フシギ、僕ぼくはまだやることがある。だから先さきに町まちへ行いってヒミツを捜さがしてくれ。怪かい物ぶつの近ちかくにヒミツはいるはずだ」

　その言こと葉ばに、フシギはうなずく。

　この年とし上うえの少しょう年ねんが何なに者ものなのかは分わからない。

　でも、悪わるい人ひとではなさそうだ。

「ヒミツ……」

　今いまは、ヒミツのことしか考かんがえられない。

　フシギは、写しゃ真しんを手て帳ちょうに挟はさむと、町まちへ向むかって駆かけ出だした。

　その背せ中なかを見み送おくった年とし上うえの少しょう年ねんはニヤリと笑わらった。
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「ヒミツ！　どこだ!!　どこに行いったんだ!?」

　フシギは叫さけびながら走はしった。

　必ひっ死しだったので、どんな山やま道みちを下くだってきたのかは覚おぼえていない。

　いつの間まにか、町まちの中なかに入はいっていた。

　昼ひるの日ひ射ざしが辺あたりを照てらしている。

　荷に車ぐるまを押おす男だん性せいや、買かい物ものかごを手てにした主しゅ婦ふらが歩あるく通とおり。

『八百やお屋や』、『写しゃ真しん館かん』、『洋よう品ひん店てん』の手て書がきの看かん板ばんを掲かかげた店みせが軒のきを連つらねている。

　フシギは見み回まわしながら走はしる。




「ヒミツ！　ヒミツ！　どこだ!?」




　そう叫さけんで走はしる赤あかいフードの少しょう年ねんを、人ひと々びとが何なに事ごとかと見みつめる。

　妹いもうとを捜さがすことしか頭あたまにないフシギは、妹いもうとの名な前まえを何なん度ども呼よんだ。




「あ！」




　黒くろい服ふくに身みを包つつんだ後うしろ姿すがたが、通とおりの先さきを歩あるいている。

「ヒミツ！　待まて！」

　フシギはダッシュで走はしり出だす。

　その時とき、何なにかの警けい報ほうが鳴なり出だした。

　だが、妹いもうとを夢む中ちゅうで追おいかけるフシギの耳みみには入はいらない。




　ギィィィィー




　行ゆく手てをさえぎる棒ぼうが下おりてきた。

　踏ふみ切きりの遮しゃ断だん機きだ。

「くそっ！」

　フシギは黒くろい服ふくの人じん物ぶつを追おうためにその下したをくぐり抜ぬけようとした。

　その途と端たん、耳みみを裂さくような警けい笛てきが鳴なる。




　ボーボーッ！




　警けい笛てきに驚おどろいた黒くろい服ふくの人じん物ぶつが振ふり向むいた。

　それは、背せの低ひくい中ちゅう年ねん男だん性せいだった。

「ヒミツじゃない……！」

　がく然ぜんとつぶやくフシギの目めの前まえに、蒸じょう気き機き関かん車しゃが現あらわれた。




　ボーッ！　ボーボーッ！




「わぁ！」

　フシギは機き関かん車しゃが巻まき起おこす風かぜにあおられ、後うしろに倒たおれた。




　シュシュポッポッ！　シュシュポッポッ！




　ガタンゴトン！　ガタンゴトン！




　尻しりもちをついたフシギの前まえを、巨きょ大だいな車しゃ両りょうが通つう過かしていく。

「くそっ！　ヒミツはどこだ？　どこに行いったんだ!!」

　フシギは悔くやしさを抑おさえきれず叫さけぶ。

　だがその声こえは、機き関かん車しゃに引ひかれる客きゃく車しゃの音おとにかき消けされた。

　やがて、蛇へびのように連つらなった車しゃ両りょうも過すぎ去さった。

　フシギは、視し界かいが開ひらけた踏ふみ切きりの向むこう側がわを見み回まわす。

　しかし、ヒミツらしきひとかげは無なかった。

「必かならず見みつける！」

　決けつ意いを口くちにして、フシギは闇やみ雲くもに走はしり出だした。
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　瓦かわら屋や根ねの木もく造ぞう家か屋おくが建たち並ならぶ住じゅう宅たく街がいを、フシギは走はしった。

「黒くろい服ふくを着きた少しょう女じょを見みませんでしたか？」

　道みち行ゆく人ひとに尋たずねても首くびを横よこに振ふられるだけだ。

（こんな大おおきな町まちじゃ、簡かん単たんに見みつからないよ）

　フシギは泣なき出だしたい気き持もちになった。

　ヒミツには伝でん説せつを具ぐ現げん化かできる力ちからがあると、あの年とし上うえの少しょう年ねんは言いっていた。

　それにその少しょう年ねんにも不ふ思し議ぎな力ちからがあるとも言いっていた。

（どうして僕ぼくには何なんの力ちからもないんだ!?）

　フシギの走はしりはいつの間まにか力ちからない歩あゆみに変かわり、やがて立たち止どまって塀へいに寄よりかかった。

　ポケットから赤あかい手て帳ちょうを出だす。

（あの少しょう年ねんは誰だれなんだ？　僕ぼくは自じ分ぶんの名な前まえしか思おもい出だせない。僕ぼくはどこから来きたんだ？）

　手て帳ちょうに挟はさんでいた、ヒミツと自じ分ぶんが写うつった写しゃ真しんを出だして眺ながめた。

（ヒミツという大だい事じな妹いもうとがいることだけは分わかるけど……）

　それ以い外がいは何なにも思おもい出だせない。

　フシギの心こころに深ふかい不ふ安あんと悲かなしみがこみ上あげてきた。

　涙なみだが、ポツリ、ポツリとこぼれる。

　写しゃ真しんを見みてつぶやく。




「ヒミツ……」




　その時とき、道みちばたで会かい話わする２人ふたりの主しゅ婦ふのやり取とりが聞きこえてきた。

「千ち代よ子こが、『怖こわい！』って言いいながら帰かえってきて、今いまはお祖父じいちゃんに抱だきついてるの」

「え？　いつもは『お祖父じいちゃんなんか大だい嫌きらい』って言いってるのに？」

「そうなのよ。小しょう学がっ校こうでよっぽど怖こわいことがあったみたいなの」

「怖こわいこと？」

「『伸のびる手て』が出でたって」

「え？　あの小しょう学がっ校こうの便べん所じょには『伸のびる手て』が出でるって噂うわさがあったけど」

「おトイレに出でる『伸のびる手て』の噂うわさ、私わたしも知しってる」

　そこまで聞きいたフシギは、思おもわず２人ふたりに駆かけ寄よる。

「その小しょう学がっ校こうはどこですか？」

「なに、あなた？」

「小しょう学がっ校こうはどこですか？」

「え？　この道みちをまっすぐ行いったところだけど……」

　千ち代よ子この母はは親おやが指ゆびさした。

「ヒミツはきっとそこにいる！」

　フシギは走はしり出だした。

「ちょっと、あなた！」

　その声こえは、急いそぐフシギには届とどかなかった。




　荒あらい息いきで走はしるフシギの目めに、木もく造ぞう２階かい建だての校こう舎しゃと体たい育いく館かんが見みえてきた。

「ここか！」

　鉄てつの校こう門もんは固かたく閉とざされていた。

　フシギはそれをよじ登のぼって校こう内ないに入はいる。

「どこだ？」

　校こう庭ていに走はしり込こんだフシギは辺あたりを見み回まわす。




「先せん生せい！　助たすけてぇ！」




　突とつ然ぜん、男おとこの子この叫さけび声ごえが響ひびいた。

　フシギは、声こえの聞きこえたほうを向むく。

　校こう舎しゃのそばに木もく造ぞうの小こ屋やがある。

　数すう名めいの大人おとなが騒そう然ぜんとしながら集あつまっていた。

「あそこか！」

　走はしり寄よると、小こ屋やには『便べん所じょ』の札ふだが出でていた。




「先せん生せい！　助たすけて!!」

「鈴すず木きくん！　頑がん張ばれ！　今いま、助たすけに行いくからな！」




『男だん子し便べん所じょ』の入いり口ぐち付ふ近きんに、ロープの端はしを持もった数すう名めいの大人おとながいる。

　おそらくこの学がっ校こうの先せん生せいだ。

　先せん生せい達たちの持もつロープの先さきは、男だん性せいの腰こしに巻まき付ついていた。

　やはり先せん生せいであろう男だん性せいは、男だん子し便べん所じょに入はいろうとしている。

　その先せん生せいは一いち番ばん奥おくの個こ室しつに声こえを掛かける。

「鈴すず木きくん！　田た中なかだ。これから助たすけに行いくからな！」

「田た中なか先せん生せい！　早はやく来きて！　便べん器きの中なかに引ひっ張ぱられてるんだ！」

　扉とびらの閉しまった一いち番ばん奥おくの個こ室しつの中なかから男おとこの子こが叫さけんでいる。

「鈴すず木きくん、頑がん張ばれ！　もう少すこしの辛しん抱ぼうだ！」

　田た中なかは他ほかの先せん生せい達たちを見みて、うなずいた。

　そして、ゆっくりと男だん子し便べん所じょに足あしを踏ふみ入いれる。

　腰こしにロープを巻まいた田た中なかは、少すこしずつ一いち番ばん奥おくの個こ室しつに近ちかづいていく。

　ロープを握にぎる他ほかの先せん生せい達たちも慎しん重ちょうそのものだ。

　もし田た中なかに何なにかあっても、そのロープをたぐり寄よせて助たすけるのだろう。

　便べん所じょ小ご屋やの外そとから、フシギはその様よう子すをうかがった。




「う、ううう」




　小こ屋やの近ちかくで男だん性せいがうずくまってうめいている。

　足あし首くびから流ながれる血ちをハンカチでおさえていた。

　田た中なかの前まえに男おとこの子こを助たすけようとした先せん生せいのようだ。

　フシギは近ちかづいた。

「黒くろい服ふくの女おんなの子こを見みませんでしたか？」

　フシギは傷きずに苦くるしむ先せん生せいに尋たずねた。

「なんだ、君きみは？　家いえに帰かえれと言いっただろ！」

　先せん生せいはフシギをここの児じ童どうと勘かん違ちがいしている。

「黒くろい服ふくの少しょう女じょを見みませんでしたか？」

　フシギはお構かまいなしに尋たずねる。

「君きみは何なにを言いってるんだ？」

　そう言いった先せん生せいは、「ううう」と再ふたたび痛いたみに顔かおを歪ゆがめた。

「『伸のびる手て』の噂うわさが本ほん当とうになったんですよね？　だったら黒くろい服ふくの少しょう女じょがいたはずなんです」

「まさか、『伸のびる手て』が本ほん当とうにいたなんて信しんじられない」

　先せん生せいは、今いま体たい験けんした恐きょう怖ふで混こん乱らんしていた。

「鈴すず木き長ちょう助すけくんが『手て』につかまってしまって、奥おくの個こ室しつに閉とじ込こめられた。だから、俺おれが助たすけに行いったんだが、手ては１本ぽんじゃなかった。別べつの個こ室しつから手てが伸のびてきて、俺おれは足あし首くびをつかまれたんだ。そして危あやうく便べん器きの中なかに引ひきずり込こまれそうになった。うちの学がっ校こうはまだボットン便べん所じょのままだからな」

「そんなことよりも、黒くろい服ふくの少しょう女じょを見みませんでしたか？」

「黒くろい服ふくの少しょう女じょ……？」

　先せん生せいはやっとフシギの質しつ問もんに耳みみを傾かたむけた。

　その時とき──、




　バンッ！




　男だん子し便べん所じょの個こ室しつの扉とびらが勢いきおいよく開ひらいた。




「わぁぁぁぁ！」




　田た中なかが悲ひ鳴めいをあげた。

　フシギが男だん子し便べん所じょを覗のぞき込こむと、田た中なかが床ゆかに倒たおれていた。

　その足あし首くびを、長ちょう助すけのいる個こ室しつとは別べつの個こ室しつから伸のびた『手て』が掴つかんでいる。

　それは蝋ろうのように白しろく、ミイラのように細ほそい。

『手て』は、田た中なかを便べん器きに引ひきずり込こもうとする。




　ズズズッ！




　田た中なかの身体からだがコンクリートの床ゆかを滑すべる。

「田た中なか先せん生せいを助たすけるんだ！」

　ロープを掴つかんでいた先せん生せい達たちが、田た中なかを入いり口ぐちに引ひき寄よせようとした。

　田た中なかの腰こしに結むすばれていたロープがピンと張はった。




　スルルッ！




　結むすび方かたが悪わるかったのか、ロープはほどけてしまう。

「わぁっ！」

　ロープを引ひいていた先せん生せい達たちは力ちからが余あまって後うしろに倒たおれかけた。

　一いっ方ぽう、田た中なかの身体からだは『手て』によって一いっ気きに個こ室しつに引ひきずられる。




「助たすけてくれ！」




　田た中なかの片かた足あしが便べん器きに入はいった。

　このままでは全ぜん身しんが深ふかく暗くらい便べん器きの中なかに引ひっ張ぱり込こまれてしまう。

　それを見みていたフシギはハッとした。

　あの少しょう年ねんの言こと葉ばを思おもい出だしたのだ。




「この手て帳ちょうを開ひらいて呪じゅ文もんを唱となえれば、ヒミツが具ぐ現げん化かした伝でん説せつを回かい収しゅうすることができる」




　ポケットから赤あかい手て帳ちょうを出だして見みつめると、さらに少しょう年ねんの言こと葉ばを思おもい出だした。




「この手て帳ちょうがあれば、きっとヒミツを救すくえる。救すくえるのは、フシギ、キミしかいないんだ」




　フシギは手て帳ちょうの表ひょう紙しを開ひらいた。

　しかし、何なにも書かいていない白しろいページがあるだけだ。

「こんなもので伝でん説せつを回かい収しゅうできるの？　ヒミツを救すくうことができるの？」

　フシギはぼそぼそとつぶやいて首くびをかしげる。
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「誰だれか！　お願ねがいだ！　助たすけてくれ！」




　便べん器きに引ひきずり込こまれそうになっている田た中なかの悲ひ痛つうな声こえが響ひびく。

『伸のびる手て』が田た中なかや長ちょう助すけを襲おそっている。

　フシギは手て帳ちょうの１ページ目めを開ひらいて、半はん信しん半はん疑ぎで男だん子し便べん所じょの個こ室しつに向むけた。

　そして、教おしえられた呪じゅ文もんを思おもい出だそうとする。

「せらていろの。せつ……。あれ？　なんだっけ？」

　だが、なかなか思おもい出だせない。




「おい！　君きみ！　なにしてるっ！　邪じゃ魔まだ！」




　怒ど声せいと共ともに、ロープを持もっていた先せん生せい達たちがフシギを押おしのけた。

　田た中なかを助たすけるために、便べん所じょ小ご屋やに飛とび込こもうとしている。




「止やめろ！」




　今こん度どはフシギが怒ど鳴なった。

　だが、先せん生せい達たちは小こ屋やの中なかに入はいった。

　その途と端たん──、




　バンッ！　バンッ！




　長ちょう助すけ、田た中なかがいるのとは別べつの個こ室しつの扉とびらが開ひらき、中なかから蝋ろうのように白しろく細ほそい腕うでが伸のびてきた。




「「わぁぁぁぁ！」」




　次つぎ々つぎとそれぞれの個こ室しつに引ひき込こまれる先せん生せい達たち。

　フシギはそれを見みて覚かく悟ごを決きめると、全すべての神しん経けいを集しゅう中ちゅうした。




（呪じゅ文もんを正せい確かくに思おもい出だすんだ！）




　手てにした手て帳ちょうを『伸のびる手て』達たちに向むけた。

　そして、唱となえる。




　セラテイロノ　セツウイロノ　シャ・エイ
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　先せん生せい達たちや長ちょう助すけを掴つかんでいた『伸のびる手て』から奇き妙みょうなマークが現あらわれ、キラキラと輝かがやき、開ひらかれたページに反はん転てんして写うつし取とられた。

　次つぎの瞬しゅん間かん、手て元もとの手て帳ちょうからフシギの腕うで、肩かた、胸むね、そして頭あたまからつま先さきまで何なにかのエネルギーが伝つたわった。




「うぁぁああ！」
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　フシギの全ぜん身しんに衝しょう撃げきが走はしる。

　しかし、それは痛いたみではない。

　前まえ向むきな刺し激げきだ。

　立たっていられなくなったフシギは手て帳ちょうを握にぎりしめたまま、床ゆかに片かたひざを付つけてしゃがんだ。

「なんなんだ、この感かん覚かくは……？　この心ここ地ちよい痺しびれるような感かん覚かくは……？」

　全ぜん身しんに何なにかがみなぎるのを感かんじる。

　握にぎりしめていた『赤あかい手て帳ちょう』を目めの前まえに持もち上あげた。

「こ、これのせいなのか……？」

　フシギの中なかの何なにかが変かわり始はじめていた。




「お前まえは……？　お前まえは、何なんなんだ？」




　さっきまで助たすけを求もとめていた田た中なかがこちらを見みている。

「フードをかぶった子こ供どもがうろついてたと聞きいたぞ。『伸のびる手て』が現あらわれたのは、その子こが来きた後あとだったそうだ。お前まえが何なにかやったんだな」

　田た中なかはフシギを責せめるようににらんだ。

　他ほかの先せん生せいも田た中なかにうながされたように、フシギに疑うたがいの目めを向むけた。

　だが、フシギは赤あかい手て帳ちょうを眺ながめるだけで何なにも答こたえない。

「田た中なか先せん生せい、違ちがうよ。このお兄にいさんの着きている服ふくは赤あかだよ。うろついてた子こは黒くろい服ふくだったんだ」

　奥おくの個こ室しつから出でてきた長ちょう助すけが、フシギに駆かけ寄よってほほ笑えんだ。

「お兄にいさん、助たすけてくれてありがとう！」

「……助たすけた？」

「そうだよ。お兄にいさんが助たすけてくれたんじゃないか」

　それを聞ききフシギの表ひょう情じょうがスッと消きえた。

（助たすけた……？　なぜ、人ひとを助たすける必ひつ要ようがあるんだ？　僕ぼくにはもっと大だい事じなことがある）

　フシギの奥おくにあるものがそうつぶやいた。

　そして、フシギは冷つめたく言いい放はなつ。




「僕ぼくには関かん係けいない」




　フシギは歩あるき出だした。

　なぜだか、もうこの町まちにヒミツがいないことが分わかっていた。

　それよりも、どこかの町まちで誰だれかが伝でん説せつの噂うわさをしているのが感かんじられた。

　ヒミツは伝でん説せつを具ぐ現げん化かして歩あるくに違ちがいない。

　だから、噂うわさのある町まちに行いけば、ヒミツに会あえるはずだ。

　フシギは自じ分ぶんに今いままで無なかった能のう力りょくが身みについたのを感かんじていた。
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　現げん在ざい。

　フシギは、険けわしい表ひょう情じょうでマボロシたちを見みながら、思おもい出だした記き憶おくを話はなし終おえた。

「その後ご、僕ぼくはヒミツを捜さがして、町まちから町まちへ旅たびをするようになったんだ」

「そうやったんか……」

　それを聞きき、ジミーはマボロシのほうを見みた。

「だけどどうして、あんたはフシギを放ほうっておいたんや？」

　フシギはマボロシがいなくなったせいで、記き憶おくがほとんどないまま、ヒミツを追おって長ながい間あいだひとりで旅たびをすることになってしまったのだ。

　すると、マボロシは首くびを小ちいさく横よこに振ふった。

「僕ぼくは、用ようを終おえたらすぐにフシギのもとへ行いこうと思おもっていたよ。だけど、仟せん埜の村むらに戻もどったら、村むらの人ひとがみんな消きえてしまっていたんだ」

「それって」

　雷らい太たは、ジミーから聞きいた記き事じの内ない容ようを思おもい出だした。

　人ひと身み御ご供くうの儀ぎ式しきの直ちょく後ご、全ぜん住じゅう民みんがこつ然ぜんと姿すがたを消けしてしまったと言いわれていたのだ。

「おそらく、ヒミツが具ぐ現げん化かしてしまった呪のろいのせいだろう」

　マボロシはふと、フシギの墓はかを見みる。

「僕ぼくはあの後あと、必ひっ死しにフシギを捜さがしたけど、どこにもいなかった。怪かい物ぶつに襲おそわれてしまったのだと思おもって、それでこの墓はかを作つくったんだ」

　マボロシは、フシギのそばに歩あゆみ寄よった。

「だけど、キミが赤あかい手て帳ちょうを持もってヒミツを追おっていることを知しった。それで、キミをずっと捜さがし続つづけていたんだよ」

「ずっと？」

　ジミーと雷らい太たは、理り解かいできない表ひょう情じょうでお互たがいに顔かおを見み合あわせた。

　今いま聞きいた話はなしから随ずい分ぶんと時じ間かんが経たっているはずなのに、フシギもマボロシも少しょう年ねんのままだからだ。

　マボロシはフシギを見みて、ニヤリと笑わらった。

「ヒミツの力ちからによって、フシギもまた呪のろわれてしまった。ヒミツが具ぐ現げん化かした呪のろいを全すべて回かい収しゅうし終おわるまで、少しょう年ねんのままでいる呪のろいだ」

「回かい収しゅうし終おわるまで……」

　呪のろいを全すべて回かい収しゅうすると、フシギは消きえてしまう。

　ジミーは、以い前ぜん青あおい傘かさの男おとこから聞きいた言こと葉ばを思おもい出だし、複ふく雑ざつな表ひょう情じょうを浮うかべた。

　一いっ方ぽう、フシギはマボロシをじっと見みつめた。

「それはつまり、兄にいさん、あなたも呪のろわれてしまったということだね？」

「なんや、俺おれと同おなじかい……」

　ジミーのつぶやきで、雷らい太たも納なっ得とくできた。

　マボロシが少しょう年ねんのままである理り由ゆうも、呪のろいのせいだったのだ。

　だが、マボロシは何なにも答こたえない。

　代かわりに、森もりの向むこうを見みつめた。

「僕ぼくたちの家いえの壁かべに『呪のろいのマーク』が刻きざまれていただろう？　あれは青あおい傘かさがヒミツに命めいじて刻きざませたものだ。あのマークは消けすことができない」

「あれは何なんなの？」

　フシギが尋たずねた。

「それは分わからない。だけど、青あおい傘かさはヒミツを連つれ、僕ぼくたちの家いえの壁かべと同おなじように、呪のろいのマークを様さま々ざまな町まちに描えがいていこうとしているようだ。あの呪のろいのマークには何なにかがある。フシギ、青あおい傘かさを必かならず捕つかまえるんだ」

　そのとき──。

　強つよい風かぜが吹ふいた。

「うっ」

　フシギとジミーと雷らい太たは、思おもわず目めをつぶる。

「何なんだったの、今いまのは……？」

　雷らい太たは戸と惑まどいながら、ゆっくりと目めを開あけた。

「あっ!?」

　目めの前まえにいたはずのマボロシが、どこにもいない。

「どういうこと??」

　辺あたりを捜さがすが、マボロシはまるで煙けむりのように消きえてしまっていた。

「フシギ……」

　ジミーは、フシギを見みる。

　フシギは、マボロシが立たっていた場ば所しょをいつまでも見みつめていた。
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「フシギくん、僕ぼくには分わからないことだらけだよ」

　とある町まち。

　雷らい太たは、フシギとジミーとともに道どう路ろを歩あるいていた。

「結けっ局きょく、君きみのお兄にいさんは何なに者ものだったの？」

　御お禍か身み山やまの湖みずうみのほとりで、雷らい太たたちはフシギの兄あに・マボロシに出で会あった。

　しかし、マボロシは煙けむりのように消きえてしまったのだ。

　あの後あと、辺あたりを捜さがしたが、マボロシの姿すがたを見みつけることはできなかった。

「マボロシさんは、フシギくんがヒミツちゃんの力ちからによって呪のろわれてるって言いってたよね？」

　そのため、フシギは歳としを取とらないようだ。

「それに壁かべに残のこされていたマークのことも知しってた。マボロシさんはちゃんと答こたえなかったけど、彼かれもきっと同おなじように呪のろわれてるんだよね？　だけど、それじゃあ消きえてしまった原げん因いんは分わからないよね……？」

　雷らい太たはひとりでそう言いいながら、「あっ」と声こえをあげた。




「もしかして、あれは本ほん物もののマボロシさんじゃなかったのかも」




「どういうことや？」

　今いままで黙だまって話はなしを聞きいていたジミーが尋たずねた。

「あのマボロシさんは、フシギくんに思おもいを伝つたえるためだけに存そん在ざいしてたんだよ。マボロシさんは呪のろわれてなんかいなくて、すでにもうこの世よにはいないのかもしれない。だけど思おもいだけが残のこっていて、あの湖みずうみのほとりにフシギくんが来くるのを待まっていたのかも」

「なるほど、たしかにそれはありえるかもしれへんな」

　ジミーは、先せん頭とうを歩あるいているフシギのほうを見みた。

　すると、フシギが立たち止どまり、口くちを開ひらいた。

「今いまは、それを考かんがえても答こたえはでない」

　フシギはふと、町まちを眺ながめた。




「さっきからずっと気け配はいを感かんじるんだ……」




「ヒミツがこの町まちにおるんか？」

　焦あせるジミーに、フシギは首くびを小ちいさく横よこに振ふった。

「ヒミツはいない。だけど、呪のろいの気け配はいがする」

　その言こと葉ばを聞きき、ジミーと雷らい太たは真しん剣けんな表ひょう情じょうになると、フシギと同おなじように町まちを眺ながめた。
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「ねえ、見みてもらいたいものってなに？」

　放ほう課か後ご。

　小しょう学がく６年ねん生せいの奥おく村むら弓ゆ弦づるは、クラスメイトの山やま口ぐち久ひさ憲のりと平ひら岡おか賢けん人とに連つれられて、河か川せん敷しきにやって来きていた。

「僕ぼくや賢けん人とくんにはどうすれば良いいか分わからなくて」

「それで、委い員いん長ちょうの弓ゆ弦づるくんに相そう談だんしようと思おもったんだ」

　弓ゆ弦づるは、昔むかしから友とも達だちに頼たよりにされる存そん在ざいだった。

　学がっ級きゅう委い員いん長ちょうになってからは、それほど仲なか良よくないクラスメイトにも頼たよりにされるようになった。

　久ひさ憲のりと賢けん人ととは特とくに仲なかがいいわけではないが、「見みてもらいたいものがある」と言いってきたのだ。

　やがて弓ゆ弦づるたちは、河か川せん敷しきの奥おくにある鉄てっ橋きょうの柱はしらのそばまでやって来きた。

「ここだよ」

　久ひさ憲のりが柱はしらを指ゆびさす。

　弓ゆ弦づるがその柱はしらを見みると、そこには奇き妙みょうなマークが描かかれていた。

「何なにこれ？」

　首くびをかしげる弓ゆ弦づるに、久ひさ憲のりが答こたえた。




「これはたぶん、都と市し伝でん説せつの『呪のろいのマーク』だと思おもうんだ」
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「呪のろいのマーク？」

「知しらない？　最さい近きんネットで噂うわさになってるんだけど、突とつ然ぜん奇き妙みょうなマークが色いろんな場ば所しょに現あらわれるんだって」

「誰だれかが描かいた落らく書がきってこと？」

　以い前ぜんテレビで、外がい国こくの芸げい術じゅつ家かが、壁かべなどに絵えを描かいて大おおきな話わ題だいになっているというニュースを見みたことがある。

　弓ゆ弦づるは、それと同おなじようなものかと思おもった。

　しかし、久ひさ憲のりは「そうじゃないよ」と答こたえた。

「ただの落らく書がきじゃないよ。このマークは、消けそうと思おもっても消けすことができないんだ」

「えっ？」

　弓ゆ弦づるは試ためしにマークを指ゆびで触さわってみる。

　黒くろいペンキのようなもので描かかれているが、どれだけこすっても、指ゆびにまったく色いろがつかなかった。

「このマークが現あらわれた町まちは、呪のろわれて、不ふ幸こうなことが起おきるんだって」

　久ひさ憲のりは真面目まじめな顔かおで言いった。

「だから、呪のろいのマーク……？」

　弓ゆ弦づるはゾッとしたが、すぐに首くびを横よこに大おおきく振ふった。

「そんなのありえないよ」

　弓ゆ弦づるは怖こわい話はなしが苦にが手てだった。

　呪のろいなど信しんじたくもない。

　しかし、そんな弓ゆ弦づるの気き持もちを知しらず、今こん度どは賢けん人とが口くちを開ひらいた。

「僕ぼくもありえないと思おもったんだけど、久ひさ憲のりくん、この呪のろいのマークの前まえで、ある女おんなの子こを見みかけたって言いうんだ」

「女おんなの子こ？」

　弓ゆ弦づるが首くびをかしげると、久ひさ憲のりは小ちいさくうなずいた。




「『顔かおのない子こ供ども』だよ」




「それって」

　怖こわい話はなしは極きょく力りょく聞きかないようにしている弓ゆ弦づるでも、その名な前まえは知しっている。

　黒くろいフードをかぶった目めも鼻はなも口くちもない子こ供どもで、その子こが現あらわれた町まちでは、都と市し伝でん説せつが本ほん当とうに起おきるのだという。

「その子こが顔かおのない子こ供どもだっていうの？」

「たぶんそうだと思おもう」

　久ひさ憲のりは、怯おびえた表ひょう情じょうで女おんなの子こを見みたときのことを話はなした。

「今日きょうの朝あさ、学がっ校こうに行いく前まえにこの河か川せん敷しきで犬いぬの散さん歩ぽをしてたんだ。そうしたら、柱はしらの前まえに青あおい傘かさを差さして黒くろい服ふくを着きた女おんなの子こが立たってて」

「今日きょうは雨あめなんか降ふってなかったよね？」

「それで僕ぼくもどうして傘かさなんか差さしてるんだろうって思おもって見みてたら、その子こ、柱はしらにむかって手てをかざしたんだ」

　久ひさ憲のりは、柱はしらに描かかれた呪のろいのマークをじっと見みつめた。




「女おんなの子こが手てをかざすと、黒くろい光ひかりが光ひかって。その光ひかりが柱はしらに当あたって、このマークが現あらわれたんだ」




「そんなの……」

　ますますありえない。

　弓ゆ弦づるはそう思おもった。

　だが、久ひさ憲のりも賢けん人とも真しん剣けんな表ひょう情じょうをしている。

「僕ぼく、すごく怖こわくなって。それで賢けん人とくんに相そう談だんしたんだ」

　久ひさ憲のりは、ちらりと賢けん人とを見みた。

　賢けん人とは、怯おびえながら「だけど」と話はなしを続つづけた。

「僕ぼくにもどうすればいいのか分わからなくて。だから弓ゆ弦づるくんに助たすけてもらおうと思おもったんだよ」

「そうだったんだ……」

　彼かれらが怖こわがっていることは理り解かいできた。

（けど……）

　弓ゆ弦づるは、震ふるえそうになる身体からだを必ひっ死しに抑おさえた。

（僕ぼくに聞きかれても正しょう直じきよく分わからないよ）

　怖こわいことは苦にが手てだ。

　そもそも、こんな相そう談だんをされたのは初はじめてだった。

　だが、何なにも言いえなかったら、彼かれらはガッカリしてしまうだろう。

（それだけは絶ぜっ対たい嫌いやだ。何なんとか、２人ふたりを論ろん破ぱしなくっちゃ）

　弓ゆ弦づるは頼たよりになることをアピールするため、笑わらってみせた。




「きっと見み間ま違ちがいだよ。久ひさ憲のりくんは犬いぬの散さん歩ぽをしてるとき、まだ眠ねむたかったんじゃないの？」




「ええっと、たしかに起おきたばっかりだったけど」

「じゃあ、ちょっと寝ねぼけてたってことだね。たぶん、黒くろい服ふくの女おんなの子こは、この柱はしらに描かかれた落らく書がきを見みていただけだよ」

「見みていただけ？　だけど久ひさ憲のりくんは黒くろい光ひかりを見みたんだよ？」

「それは朝あさ陽ひが女おんなの子こと柱はしらに当あたっていたんだよ。寝ねぼけながら見みてたから、黒くろい光ひかりに見みえたんじゃないのかな？」

「そ、そうなのかな……？」

「そうだよ。だいたい、その女おんなの子この顔かおをちゃんと見みた？」

「えっ？　それはええっと……」

　どうやら、久ひさ憲のりは顔かおまでは見みていないらしい。

「ちゃんと見みてないのなら、目めと鼻はなと口くちがなかったかどうかは分わからないよね？」

「それはそうだけど」

　久ひさ憲のりは納なっ得とくしていないようだったが、弓ゆ弦づるの堂どう々どうとした答こたえに反はん論ろんすることができないようだ。

　弓ゆ弦づるはそんな彼かれを見みて、さらに強つよ気きな口く調ちょうになった。

「とにかく、噂うわさなんて信しんじちゃいけないよ。他ほかの子こには言いってないよね？」

「う、うん」

「言いわないほうがいいよ。噓うそつきだって思おもわれちゃうからね！」

　弓ゆ弦づるは「これで解かい決けつだね」と言いうと、その場ばから離はなれることにした。
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（久ひさ憲のりくんたち、納なっ得とくしてくれたかな）

　交こう差さ点てんで久ひさ憲のりたちと別わかれた弓ゆ弦づるは、ひとり家いえへと帰かえっていた。

（何なんとか論ろん破ぱできたけど、何なんだか不ぶ気き味みだよね）

　柱はしらに描かかれていた呪のろいのマークは、ただの落らく書がきには思おもえなかった。

　たとえペンキが渇かわいていても、こすれば少すこしは色いろがつくはずなのだ。

（もし、あれが本ほん当とうに呪のろいのマークだったら……）

　黒くろい服ふくの女おんなの子こが本ほん物ものの顔かおのない子こ供どもなら、町まちに都と市し伝でん説せつの怪かい人じんや怪かい物ぶつが現あらわれてしまう。

　想そう像ぞうするだけで、身体からだが震ふるえる。

　だが、すぐに弓ゆ弦づるは首くびを横よこに振ふった。

（そんなのあるわけがない。都と市し伝でん説せつなんてただの噂うわさだもん）




　そのとき、空そらが急きゅうに曇くもり、雨あめが激はげしく降ふり出だした。




「わっ」

　にわか雨あめだ。

　家いえまで、歩あるいて５分ふんもかからないが、このままだとびしょ濡ぬれになってしまう。

　弓ゆ弦づるは雨あま宿やどりをしようと、近ちかくにある工こう場じょうの軒のき先さきに駆かけ込こんだ。

「は～、まったくもう～」

　すでに日ひが落おち、辺あたりは薄うす暗ぐらくなっている。

（いつもならとっくに家いえに帰かえってるのに、久ひさ憲のりくんたちに付つき合あったせいだ）

　頼たよりにされるのはうれしい。

　だが、怖こわい思おもいをしたり、雨あめに濡ぬれたりするのは嫌いやだ。




「困こまったわね」




　ふいに、声こえがした。

　見みると、軒のき先さきの端はしに、薄うす茶ちゃ色いろのワンピースを着きた女おんなの人ひとが立たっていた。

（いつの間まに？）

　軒のき先さきに駆かけ込こんだときには誰だれもいなかった。

　久ひさ憲のりたちのことを愚ぐ痴ちっていた間あいだに駆かけ込こんで来きたのだろうか？

　女おんなの人ひとは、弓ゆ弦づるのほうを見みると、にっこりと笑わらった。

「僕ぼくちゃんも雨あま宿やどりかしら？」

（僕ぼくちゃん？）

　小しょう学がく６年ねん生せいを相あい手てにそんな呼よび方かたは失しつ礼れいだと弓ゆ弦づるは思おもったが、いきなり注ちゅう意いするのも相あい手てに失しつ礼れいかもしれない。

「ええ、まあ、急きゅうに雨あめが降ふってきたので」

「僕ぼくちゃん、素す敵てきね」

「素す敵てき？」

　今いままでそんなことは言いわれたことがない。

　弓ゆ弦づるは少すこし照てれ、一いっ瞬しゅん女おんなの人ひとから目めを離はなした。




「えっ？」




　気きが付つくと、女おんなの人ひとが先さきほどより近ちかくに立たっていた。
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（どういうこと??）

　目めを離はなしたのはほんの一いっ瞬しゅんだ。

　それにもかかわらず、３メートルほど近ちかづいていた。

「僕ぼくちゃんは、この辺あたりにお家うちがあるの？」

「え、は、はあ」

「雨あめが降ふってきて、帰かえれなくなっちゃったのね」

「はあ」

「兄きょう弟だいはいるの？　好すきな食たべ物ものはなあに？」

　女おんなの人ひとは、矢や継つぎ早ばやに質しつ問もんをしてくる。

　弓ゆ弦づるはそんな女おんなの人ひとを見みて、戸と惑まどいを感かんじた。

　以い前ぜん、担たん任にんの先せん生せいに「知しらない大人おとなに話はなしかけられても無む視しするように」と言いわれていたのだ。

（悪わるい人ひとじゃないと思おもうけど、全ぜん然ぜん知しらない人ひとだよね……）

　弓ゆ弦づるは、女おんなの人ひとから少すこし距きょ離りを取とろうと思おもった。




「あれ？」




　女おんなの人ひとの姿すがたがない。

　目めを離はなしたわずかな隙すきに消きえてしまったのだ。

（どこに行いったんだ？）

　まだ雨あめは降ふっている。

　軒のき先さきから出でて行いってしまったのだろうか？

　しかし、道どう路ろには誰だれの姿すがたもない。




「困こまったわね」




　突とつ然ぜん、背はい後ごから声こえがした。

　弓ゆ弦づるがハッとして顔かおを向むけると、真ま後うしろに、先さきほどの女おんなの人ひとが立たっていた。

「そんな」

　後うしろに行いくためには、弓ゆ弦づるのそばを通とおり過すぎなければならないはずだ。

　でも、彼かの女じょが移い動どうしているところなど、まったく見みていない。

　驚おどろく弓ゆ弦づるをよそに、女おんなの人ひとはにっこりと笑わらった。

「僕ぼくちゃんも雨あま宿やどりかしら？」

「えっ？」

　先さきほどされた質しつ問もんだ。

「僕ぼくちゃん、素す敵てきね」

「あ、あの」

「僕ぼくちゃんは、この辺あたりにお家うちがあるの？」

「だから、あの」

「雨あめが降ふってきて、帰かえれなくなっちゃったのね。兄きょう弟だいはいるの？　好すきな食たべ物ものはなあに？」

　女おんなの人ひとは、にっこりと笑わらって、先さきほどと同おなじ質しつ問もんをしながらゆっくりと近ちかづいて来くる。

「えっと、あの、その」

　何なんだか不ぶ気き味みだ。

「ごめんなさい！」

　弓ゆ弦づるは恐きょう怖ふを感かんじ、あわててその場ばから逃にげ出だした。




（何なんなのあの人ひと??）

　弓ゆ弦づるは雨あめに濡ぬれながら、必ひっ死しに道どう路ろを走はしる。

　女おんなの人ひとは、どうやって後うしろに移い動どうしたのだろう？

　そして、どうして同おなじ質しつ問もんをしてきたのだろう？

（先せん生せいの言いったとおり、知しらない人ひととしゃべっちゃいけなかったんだ）

　弓ゆ弦づるは話はなしたことを後こう悔かいしながら、早はやく家いえに帰かえろうと思おもった。




　トン　トン




　突とつ然ぜん、誰だれかが後うしろから肩かたを叩たたいた。

「えっ？」

　弓ゆ弦づるは走はしりながら、顔かおを後うしろに向むけた。




　すると真ま後うしろに、あの女おんなの人ひとがいた。




「困こまったわね」

　女おんなの人ひとは、にっこりと笑わらった。

「わああっ！」

　弓ゆ弦づるはさらに速はやく走はしる。

　だが、女おんなの人ひとはまったく同おなじスピードで、真ま後うしろにピッタリとついてきた。

「僕ぼくちゃんも雨あま宿やどりかしら？」

「何なんなの？」

「僕ぼくちゃん、素す敵てきね」

「どうして同おなじ質しつ問もんをするの!?」

「僕ぼくちゃんは、この辺あたりにお家うちがあるの？　雨あめが降ふってきて、帰かえれなくなっちゃったのね。兄きょう弟だいはいるの？　好すきな食たべ物ものはなあに？」

　女おんなの人ひとは、にっこりと笑わらいながら、顔かおを弓ゆ弦づるの顔かおの横よこにヌッと近ちかづけた。




　グルッ




　女おんなの人ひとの顔かおがくるりと回まわり、後こう頭とう部ぶが前まえを向むいた。

　その後こう頭とう部ぶに、不ぶ気き味みな怪かい物ぶつの顔かおがついている。




「ワタシ　ト　アソボ」




　怪かい物ぶつの顔かおが、にっこりと笑わらいながらそう言いった。

「うわああ!!」

　弓ゆ弦づるは逃にげ出だそうとするが、濡ぬれた地じ面めんに足あしを滑すべらせてしまう。

「わっ」

　弓ゆ弦づるはその場ばに倒たおれる。

　そんな弓ゆ弦づるの足あしを、女おんなの手てが掴つかんだ。




　顔かおがくるくると回まわり、女おんなの顔かおと怪かい物ぶつの顔かおが交こう互ごに入いれ替かわりながら、笑わらう。




「困こまったわね。僕ぼくちゃんも雨あま宿やどりかしら？」

「ワタシ　ト　アソボ」

「僕ぼくちゃん、素す敵てきね。僕ぼくちゃんは、この辺あたりにお家うちがあるの？」

「ワタシ　ト　アソボ」

「雨あめが降ふってきて、帰かえれなくなっちゃったのね。兄きょう弟だいはいるの？　好すきな食たべ物ものはなあに？」

「た、助たすけ──」

　弓ゆ弦づるは助たすけを呼よぼうとするが、女おんなのもう一いっ方ぽうの手てが口くちを押おさえた。




「ワタシ　ト　イッパイ　アソビマショ」




「んんんん！！！」

　怪かい物ぶつの顔かおが笑わらいながら、弓ゆ弦づるを路ろ地じ裏うらに引ひきずり込こむ。

「困こまったわね」

「ワタシ　ト　アソボ」

「僕ぼくちゃんも雨あま宿やどりかしら？」

「ワタシ　ト　アソボ」

　顔かおをくるくると変かえながら、女おんなと怪かい物ぶつが笑わらい続つづける。

「んん！　んんん!!」

　弓ゆ弦づるは必ひっ死しに抵てい抗こうするが、信しんじられないような強つよい力ちからで、どんどん路ろ地じの奥おくへと引ひきずられていく。

　そして、突つき当あたりまで来くると、女おんなと怪かい物ぶつの顔かおが、にやりと笑わらった。

「さあ、僕ぼくちゃん」

「アソビマショ」

　怪かい物ぶつの顔かおが、大おおきく口くちを開ひらき、弓ゆ弦づるを頭あたまから飲のみ込こもうとした。




　瞬しゅん間かん、丸まるい物ぶっ体たいと白しろい物ぶっ体たいが飛とび込こんで来きた。




「そこまでや！」

　丸まるい物ぶっ体たいが怪かい物ぶつの顔かおにぶつかる。

「お前まえたちはこの世よに存そん在ざいするべきじゃない！　滅めっせよ！」

　白しろい物ぶっ体たいが、女おんなの身体からだにお札ふだを貼はった。

　ジミーと雷らい太ただ。

　女おんなの顔かおと怪かい物ぶつの顔かおがくるくる回まわりながら、ジミーたちを見みる。

　すると、彼かれらの横よこにひとりの少しょう年ねんが現あらわれた。

「彼かれをこれ以い上じょうは襲おそわせない」

　フシギだ。

　フシギは赤あかい手て帳ちょうを開ひらくと、呪じゅ文もんを唱となえた。
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　次つぎの瞬しゅん間かん、怪かい物ぶつの顔かおから奇き妙みょうなマークが現あらわれ、キラキラと輝かがやき、開ひらかれたページに反はん転てんして写うつし取とられた。

　女おんなの姿すがたが煙けむりのように消きえた。

「もう大だい丈じょう夫ぶやで」

　ジミーが弓ゆ弦づるのほうを見みて、ほほ笑えむ。

「あ、あの」

「感かん謝しゃの言こと葉ばはいらへん。それに一いち応おう言いっておくけど、俺おれは犬いぬやない、人じん面めん犬けんや」

　堂どう々どうと答こたえるジミーに、弓ゆ弦づるはただうなずいた。

　そんな弓ゆ弦づるを、フシギがじっと見みつめた。

「キミは、呪のろいのマークをどこかで見みたかい？」

「呪のろいのマーク……」

　弓ゆ弦づるはハッとすると、河か川せん敷しきでそれを見みたことを話はなした。

「ヒミツちゃんは、この町まちに来きてたんだ……」

「だけど、呪のろいのマークに何なんの意い味みがあるんや？」

「それは分わからない」

　フシギは、険けわしい表ひょう情じょうを浮うかべた。

　一いっ方ぽう、弓ゆ弦づるは戸と惑まどいながらも、フシギたちに話はなしかけた。

「き、君きみたちは誰だれなの？　さっきの女おんなは何なに？」

　すると、フシギが静しずかに答こたえた。




「あれは、『ワタシトアソボ』だ。雨あま宿やどりしている男おとこの子こに声こえをかけて、丸まる吞のみしてしまう都と市し伝でん説せつの怪かい物ぶつだ」




「都と市し伝でん説せつ、そんなのありえな──」

　弓ゆ弦づるは否ひ定ていしようとしたが、思おもわず言こと葉ばが止とまる。

　襲おそいかかってきたあの女おんなは、人にん間げんではなかった。

「都と市し伝でん説せつは存そん在ざいする。だから、話はなしをしてはいけない。噂うわさをすれば、呪のろいが再ふたたび現あらわれてしまう」

　フシギはつぶやくように言いった。

　いつの間まにか、雨あめが止やんでいる。

　弓ゆ弦づるが見みつめるなか、フシギたちは、日ひが落おち暗くら闇やみに包つつまれた町まちの中なかへ消きえて行いった。

























「ごめんなさいね。部へ屋やの片かた付づけを手て伝つだわせてしまって。香かおり理も強ごう引いんだから……」

　中ちゅう学がく１年ねんの杉すぎ谷たに香かおり理の母はは親おやが、香かおり理の幼おさななじみの浅あさ田だ輝てる生おに謝あやまった。

　杉すぎ谷たに家けの２階かいにある香かおり理の部へ屋やはひどい散ちらかりようだ。

　衣い服ふくや漫まん画が、玩がん具ぐなどが机つくえや床ゆかに所ところ狭せましと広ひろがっていて、フローリングの床ゆかもほとんど見みえない。

　その片かた付づけのために、香かおり理は輝てる生おを連つれてきたのだ。

「昔むかしからカオリンの部へ屋やでばっかり遊あそんでた僕ぼくも悪わるいし……。それに、うちの親おやもカオリンとは姉あねと弟おとうとみたいだって言いってますから……」

　保ほ育いく園えん時じ代だいから香かおり理を「カオリン」と呼よぶ輝てる生おを、香かおり理がキッとにらんだ。

「え!?　なんで、姉あねと弟おとうとなのよ。テルとは同おない年どしだよ！」

　輝てる生おを「テル」と呼よぶ香かおり理は、さらに母はは親おやをにらんで話はなしを続つづける。

「というか、お母かあさんが手て伝つだってくれれば、テルを呼よんだりしなかったのに！」

「こら！　自じ分ぶんの部へ屋やなんだから香かおり理がひとりで片かた付づけるのが当あたり前まえでしょ！　それに、お父とうさんは長ちょう期き出しゅっ張ちょうしてるし、私わたしは家か事じをしながら仕し事ごともしてるのよ！　それなのになんで香かおり理の部へ屋やの片かた付づけを私わたしが手て伝つだう必ひつ要ようがあるのよ!?」

　杉すぎ谷たに家けの娘むすめと母ははの口こう論ろんに、輝てる生おはいつものこととほほ笑えんだ。




　床ゆかの上うえには２人ふたりが小ちいさい時ときに遊あそんだ玩がん具ぐもあった。

　思おもい出でが詰つまった、捨すてるに忍しのびない玩がん具ぐだ。

　輝てる生おがついそれを見みてしまうと、香かおり理はさっと取とり上あげた。

「だんしゃりよ！　そうしないと片かた付づかないのよ」

「だんしゃり、ってなんだっけ？」

「知しらないの？　えっと、つまり物ものを捨すてるのよ」

　香かおり理もよく分わかっていなかった。

　ところが、輝てる生おはハッとして近ちかくにあった紙かみにペンで漢かん字じを書かいた。

「思おもい出だした。『断だん捨しゃ離り』ってこういう字じを書かくんだよ」

「ええ？　なにこれ？」

「ヨーガの思し想そうなんだって」

「ヨーガって何なに？」

「僕ぼくもよく分わからないけど、とにかく単たんに物ものを捨すてるのとは違ちがって、『断だん捨しゃ離り』っていうのは物ものにとらわれない生いき方かたを表あらわすらしいよ」

　輝てる生おの話はなしを「？」を浮うかべながら聞きいていた香かおり理だが、すぐに片かた付づけモードに戻もどる。

「断だん捨しゃ離りの解かい説せつなんてどうでもいいの！　とにかく片かた付づけよ！　テル、しっかりやって！」

「は、はい！」

　香かおり理の突とつ然ぜんの剣けん幕まくにビックリして、声こえがうわずる輝てる生お。

　香かおり理は様さま々ざまな物ものをどんどん大おおきなゴミ袋ぶくろに入いれていった。

　ガラッ！

　香かおり理が押おし入いれの戸とを勢いきおいよく開あけた。

　中なかに頭あたまを突つっ込こんだ香かおり理は、縫ぬいぐるみ、水みず鉄でっ砲ぽう、シャボン玉だまセットなどをポイポイと後うしろに投なげる。

　それをゴミ袋ぶくろに入いれていく輝てる生お。




「あれ？」




　押おし入いれの中なかから聞きこえた香かおり理の声こえはくぐもっていた。

「カオリン、どうしたの？」

「こんな物ものが、なんでここにあるんだろ……？」

　香かおり理は黒くろい箱はこ形がたの物ものを押おし入いれから出だしてきた。

　輝てる生おには一いっ瞬しゅん、数すうヶ月げつ前まえまで背せ負おっていたランドセルに見みえた。

　でも、それはランドセルより小ちいさい長ちょう方ほう形けいで、『つまみ』や『ボタン』が付ついていた。

『入いれる／切きる』、『再さい生せい』、『音おん量りょう』、『選せん局きょく』などの文も字じが書かかれている。

　そして、箱はこの上じょう部ぶには棒ぼう状じょうのアンテナが付ついていて、両りょう側がわには細こまかい網あみ目めの穴あなが空あいていた。

「この網あみ目めの部ぶ分ぶんはスピーカーだ。これ、ＣＤラジカセだよ」

「しーでぃーらじかせ？」

　香かおり理は聞きき慣なれない言こと葉ばにきょとんとした。

「うん、これ１台だいでラジオとカセットテープとＣＤが聴きけるんだよ。うちにも１台だいあったんだ。２、３年ねん前まえにお父とうさんが捨すてちゃったけど」

「へぇー。知しってたけど本ほん物ものをいじるのは初はじめてだよ」

　香かおり理が恐おそる恐おそるＣＤラジカセの表ひょう面めんに触ふれると、輝てる生おは電でん源げんコードを近ちかくのコンセントに差さし、スイッチを入いれた。




　ジリリリッ！




　ラジオの文も字じ盤ばんが光ひかると同どう時じに、ノイズが聞きこえた。

　輝てる生おが『選せん局きょく』のつまみを回まわす。




『夕ゆう方がたになってこのスタジオの白しら壁かべもオレンジに染そまってきました。皆みな様さま、いかがお過すごしでしょうか──』




　パーソナリティの声こえが聞きこえてきた。

「わぁ、これ、ラジオだね。ちゃんと聴きけるね」

　さっきまでイライラと片かた付づけをやっていた香かおり理が噓うそのようだ。

　そして、香かおり理はＣＤラジカセ上じょう部ぶの『開かい』ボタンを押おした。

　パカッ──

　上じょう部ぶの蓋ふたが開ひらく。

「あ、ＣＤが入はいってる」

　中なかを覗のぞいた輝てる生おがつぶやき、香かおり理は懐なつかしさに目めを輝かがやかせる。

「わぁー、ＣＤを見みたの久ひさしぶり。なんのＣＤだろ？」

「でも、変へんだな……」

「何なにが？」

「このＣＤのラベルは真まっ黒くろなだけで何なにも書かいてないよ」

「本ほん当とうだ。普ふ通つうは曲きょく名めいとかアーティスト名めいとかが書かいてあるよね」


[image: ]



　首くびをかしげてＣＤを見みた香かおり理だが、突とつ然ぜん、「ふふふ」と笑わらった。

「どうしたの？」と輝てる生お。

「どんな音おん楽がくが入はいってるのか分わからないって、逆ぎゃくに楽たのしいじゃん。聴きいてみようよ」

「ああ、そうだね。よし、聴きいてみよう」

　輝てる生おは蓋ふたを閉しめて、『ＣＤ再さい生せい』のボタンを押おした。

　シュルシュルとＣＤが回まわり出だす音おとが微かすかに聞きこえてきた。

　やがて、両りょう側がわのスピーカーから何なにか音おとが出で始はじめる。




　うぅぅぅぅぅ




　音おとが小ちいさい。

　２人ふたりはスピーカーに耳みみを近ちかづけたがよく聞きこえない。

　輝てる生おは『音おん量りょう』と書かいてあるつまみを回まわして音おとを大おおきくした。




　うぅぅぅぅぅううううぅぅぅぅ




　音おん楽がくと言いうより人ひとのうめき声ごえのようだ。

「……何なに、これ？」

「……わからない」

「なんか、女おんなの人ひとの声こえみたいだけど……」

　香かおり理は自じ分ぶんよりＣＤに詳くわしい輝てる生おの顔かおを見みたが、幼おさななじみも首くびをかしげるだけだ。

　輝てる生おは『音おん量りょう』のつまみをいじって音おとをもう少すこし大おおきくしてみた。




　うううううぅぅぅぅぅううううううう




　女おんなのうめき声ごえが大おおきくなっただけだ。

　ピアノやギターなどの楽がっ器きの音ね色いろや、明めい確かくな歌か詞しの歌うた声ごえは聞きこえない。

「ねぇ、なんか気き持もち悪わるいよ」

「そうだね。もしかしたら故こ障しょうしてるのかも……。もう止とめよう」

「うん、切きってよ」

　輝てる生おは『停てい止し』のボタンに指ゆびを掛かけた。

　その途と端たん──、







　呪ノロワレロ!!







　女おんなの怒ど鳴なるような声こえが大だい音おん量りょうで響ひびいた。




「きゃぁぁ！」

「わぁぁあ！」




　香かおり理と輝てる生おはビックリしてのけぞった。

　しかも、女おんなの声こえは叫さけぶようにけたたましく笑わらい出だした。







　ぎゃああはははっ！　あははっ！　ぎゃはははっ！







　ゾッとした香かおり理は耳みみを塞ふさいで身みを縮ちぢめた。

「いやぁぁぁ！　テル！　止とめてっ!!」

「分わかってるよ！」

　輝てる生おが慌あわてて『ＣＤ停てい止し』ボタンを押おすと笑わらい声ごえは消きえた。

　２人ふたりはゾッとして目めの前まえのＣＤラジカセをぼう然ぜんと見みつめる。

「なんなのよ、これ？　気き持もち悪わるいよ」

「ああ、もう、２度どと聴ききたくないね」

「うん、聴ききたくないね」

　２人ふたりは顔かおを見み合あわせてうなずいた。

「どうしたの!?」

　部へ屋やの外そとから足あし音おとが響ひびき、香かおり理の母はは親おやが飛とび込こんできた。

「何なにがあったの!?　２人ふたりして叫さけんで……？」

「お母かあさん、なんでこんな物ものを持もってるの!?」

　香かおり理がＣＤラジカセを指ゆびさしながら、母はは親おやに食くってかかった。

「え？　これ、捨すてたと思おもってたけど……。結けっ婚こんした当とう時じにお父とうさんが買かったんだけどね。それで、これの何なにが……？」

「変へんなＣＤが入はいってたのよ」

「変へんなＣＤって何なに？」

「え？　お母かあさん、分わからないの？　ねえ、テル、お母かあさんにも聴きかせてあげてよ」

「ええっ？　また聴きくの？　さっきは２度どと聴ききたくないって言いってたのに……」

「うん、だから、私わたしは別べつの部へ屋やに行いってるから」

　香かおり理はさっと立たち上あがると部へ屋やを出でて行いった。

「じゃ、僕ぼくも一いっ緒しょに……」

　輝てる生おは香かおり理を追おって部へ屋やを出でようとしたが、母はは親おやに呼よび止とめられる。

「テルちゃん、私わたし、こういう機き械かいの操そう作さには弱よわいのよね。ＣＤを再さい生せいしてもらえない？」

「え？　僕ぼくがですか？」

「お願ねがい」

　母はは親おやは輝てる生おに向むかって手てを合あわせた。

「……はあ」

　輝てる生おはしぶしぶＣＤラジカセの前まえに座すわり直なおす。
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「きゃぁぁぁ！」




　リビングにいた香かおり理の耳みみに母はは親おやの悲ひ鳴めいが聞きこえてきた。

　香かおり理が慌あわてて自じ分ぶんの部へ屋やに戻もどると、ＣＤラジカセに背せを向むけてうずくまる母はは親おやがいた。

　輝てる生おはＣＤラジカセの上じょう部ぶの蓋ふたを開あけて黒くろいラベルを見みている。

「お母かあさん、大だい丈じょう夫ぶ？」

「大だい丈じょう夫ぶなわけないでしょ！　なんなの？　このＣＤ」

「それを私わたしたちがお母かあさんに聞きいてるのよ！」

　香かおり理がイラッと言いうと、母はは親おやもイラッと答こたえる。

「そんなの私わたしも知しらないわよ！」

「だったら、お父とうさんがこのＣＤを買かったのかな？」

「でも、こんな気き持もちの悪わるいＣＤを買かうなんて……」

　母はは親おやはそこまで言いって、はたと口くちをつぐんだ。

「お母かあさん、どうしたの？」

「いや、それが、お父とうさんが出しゅっ張ちょうに行いく前まえに結けっ婚こんした頃ころの思おもい出で話ばなしをしたのよ。その時ときに、『呪のろいのＣＤ』の話はなしをしたのよね」

「『呪のろいのＣＤ』？」

　そう聞きき返かえしたのは香かおり理ではなく輝てる生おだった。

　母はは親おやはうなずいて話はなしを続つづける。

「結けっ婚こんした頃ころ、話わ題だいになってたの。黒くろいラベルのＣＤがあって、それを聴きくと呪のろわれるって噂うわさがあったのよね」

「なんでそんな話はなしをわざわざしたの？」

「お父とうさんは初はじめての長ちょう期き出しゅっ張ちょうだから、寂さびしくなって色いろんな事ことを思おもい出だしたのよ」

　娘むすめの質しつ問もんに答こたえた母はは親おやは、怯おびえながらラジカセの中なかのＣＤを見みる。

「でも、じゃ、これが……？」

　そうつぶやいた輝てる生おもゾッとしてＣＤを見みた。

　香かおり理だけは平へい気きなフリをした。

「そんなバカなことがあるわけないじゃん！　ねえ、テル、このＣＤラジカセを外そとに捨すててきてよ」

「え？　僕ぼくが……？」

「あ、そうよ。明日あしたはちょうど燃もえないゴミの収しゅう集しゅう日びよ。テルちゃん、お願ねがい！」

「ええ？　お母かあさんまで……」

　輝てる生おはため息いきをつくと、仕し方かたなくＣＤラジカセを抱かかえて部へ屋やを出でた。
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　翌よく日じつ。

　中ちゅう学がっ校こうの休やすみ時じ間かん。

　輝てる生おは、香かおり理から昨日きのうのその後ごのことを聞きいていた。

「で、お父とうさんにメールで黒くろいラベルのＣＤを買かったことがあるかって尋たずねたの」

「うん、それで？」

「黒くろいラベルのＣＤは買かったことがないし、ＣＤラジカセも捨すてたはずだって返へん事じだったのよ」

「え、じゃ、やっぱりあれは『呪のろいのＣＤ』だったってこと？」

「そうかも知しれない……」

　香かおり理は背せ筋すじに走はしる冷つめたいものを打うち消けす言こと葉ばを考かんがえた。

「でも昨日きのう、テルが捨すててくれたから大だい丈じょう夫ぶだよ」

　輝てる生おはその幼おさななじみの言こと葉ばに胸むねを張はる。

「おお、そうだね。その程てい度どのことなら任まかせといて」

　２人ふたりは明あかるく笑わらい合あった。
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「じゃ、また明日あしたね」

　香かおり理と輝てる生おは途と中ちゅうまで通つう学がく路ろが一いっ緒しょだ。

　今日きょうも香かおり理は、輝てる生おに別わかれを告つげて家いえに向むかった。

　やがて自じ宅たくに近ちかづいた香かおり理は、ふと気きになって家いえの横よこに回まわってみることにした。

『ゴミ収しゅう集しゅう所じょ』と札ふだが出でている空くう間かんには何なにも無なかった。

（ゴミ回かい収しゅうの人ひとがＣＤラジカセを持もって行いってくれたんだね）

　香かおり理は納なっ得とくしてひとりうなずくと玄げん関かんに向むかった。

（今日きょうはお母かあさんも仕し事ごとなんだよな）

　誰だれも迎むかえてくれる人ひとはいないので、玄げん関かんの鍵かぎを鞄かばんから取とり出だした。




　カチャ

　扉とびらの鍵かぎを開あけて家いえの中なかに入はいって行いく香かおり理。

　２階かいの自じ分ぶんの部へ屋やへと向むかう。

　トントンと軽かろやかに階かい段だんを上のぼる。

　だが、上のぼりきる前まえに香かおり理は立たち止どまった。

（え？　なにか聞きこえる??）

　香かおり理は耳みみをそばだてた。

　夕ゆう方がたの住じゅう宅たく街がいは静しずかで、家いえの中なかには時とき折おり、車くるまの走そう行こう音おんが微かすかに響ひびく程てい度どだ。

　でも、それ以い外がいの奇き妙みょうな音おとが聞きこえる。

（違ちがう。音おとじゃない。人ひとの声こえ……？）

　それは自じ分ぶんの部へ屋やから聞きこえるような気きがした。

　小ちいさな恐きょう怖ふが身体からだの中ちゅう心しんにわいてきていた。

　でも、外そとを歩あるく人ひとの声こえが聞きこえているのかもしれない。

（まずはそれを確たしかめないと。逃にげるのはこの階かい段だんを駆かけ下おりるだけだから簡かん単たんよ）

　そう自じ分ぶんに言いい聞きかせた香かおり理は、慎しん重ちょうに階かい段だんを上のぼりきった。

　そして、２階かいの廊ろう下かをすり足あしで歩あるいて、自じ分ぶんの部へ屋やに近ちかづいていく。




　うぅぅぅぅぅ




　閉とじられた自じ分ぶんの部へ屋やのドアの向むこうから女おんなのうめき声ごえらしきものが聞きこえる。

（え？　まさか……？）

　あのＣＤから再さい生せいされたうめき声ごえに似にている。

（そんな、まさか、だって、あのＣＤはＣＤラジカセと一いっ緒しょに捨すてたんだよ）

　自じ分ぶんの部へ屋やの前まえにさらに近ちかづく香かおり理。




　うぅぅぅぅぅううううぅぅぅぅ




　香かおり理は逃にげ出だしたい気き持もちが大おおきくなった。

　でも、確たしかめたい気き持もちも膨ふくらんでくる。

　やがて部へ屋やの前まえにたどり着ついた。

　ドアの取とっ手てに片かた手てを掛かけて、音おとを立たてないように開あけようとした。

　香かおり理の部へ屋やのドアは、横よこに開ひらく引ひき戸どだ。

　少すこし立たて付つけが悪わるいようで、片かた手てで静しずかに開あけるのは難むずかしい。

　通つう学がく鞄かばんを足あし下もとに慎しん重ちょうに置おいた。

　ドアがガタつかないようにしつつ、両りょう手てを使つかって開あけはじめた。

　部へ屋やの中なかが少すこしずつ見みえてくる。

　昨日きのう輝てる生おと片かた付づけたので、フローリングの綺き麗れいな床ゆかが見みえた。

　更さらにドアを注ちゅう意い深ぶかく開ひらく。

　床ゆかの上うえにポツンと置おかれた黒くろい物ものが目めに入はいってきた。

　それは、捨すてたはずのＣＤラジカセ。

　シュルシュルというＣＤの回かい転てん音おんと共ともに、女おんなのうめき声ごえを再さい生せいしている。




　うううううぅぅぅぅぅううううううう




　香かおり理の全ぜん身しんが凍こおりついた。

「いやぁぁぁぁ！」

　悲ひ鳴めいを上あげると、きびすを返かえして廊ろう下かを走はしった。

　階かい段だんを駆かけ下おりた。

　ガチャ！

　玄げん関かん扉とびらを勢いきおいよく開あけると飛とび出だした。

　家いえの前まえにはひとかげが無ない。

　それでも明あかるい外そとに出でて少すこし落おちついた。

（お母かあさんに連れん絡らくしよう！）

　鞄かばんからスマホを出だそうと思おもったが、手て元もとに何なにもない。

（２階かいの廊ろう下かに置おいてきたんだ！）

　財さい布ふも鞄かばんの中なかに入いれていた。

　香かおり理は玄げん関かん扉とびらを見みつめたものの、家いえに戻もどるのは怖こわい。

（どうしよう……）

　頭あたまを抱かかえる香かおり理。

　しかし、あることを思おもいついて走はしり出だした。
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　カチャ

　再ふたたび扉とびらの開ひらく音おとが、香かおり理の家いえの玄げん関かんに響ひびいた。

「鍵かぎを掛かけてなかったの？」

　扉とびらを開あけた輝てる生おが背はい後ごにいる香かおり理に尋たずねた。

「だって、鍵かぎも鞄かばんの中なかに入いれてたんだもん」

　小こ声ごえで話はなす２人ふたりは、抜ぬき足あし差さし足あしで家いえに入はいって行いく。

　香かおり理は輝てる生おの家いえに助たすけを求もとめに行いった。

　そして輝てる生おの家いえから母はは親おやに電でん話わをかけたが、大だい事じな打うち合あわせの最さい中ちゅうらしく、連れん絡らくが付つかなかった。

　輝てる生おの母はは親おやに相そう談だんしたが、「香かおり理ちゃんが勘かん違ちがいしたんじゃないの？」と信しんじてもらえない。

　結けっ局きょく、輝てる生おと家いえに帰かえることになったのだ。

　中なかに入はいった香かおり理が玄げん関かん扉とびらを閉しめようとすると、輝てる生おが止とめた。

「もしもの時とき逃にげやすいから、開あけときな」

　香かおり理はうなずくと、扉とびらが閉しまらないようにストッパーをかませた。

　香かおり理にうながされるように、輝てる生おは２階かいへ向むかった。

　階かい段だんを上のぼりはじめる輝てる生お。

　その背せ中なかにくっつくように香かおり理も上のぼっていく。

　２階かいに上あがりきって、香かおり理の部へ屋やに向むかう２人ふたり。

　廊ろう下かに鞄かばんが置おいてあり、ドアは半はん開びらきになっている。

　２人ふたりは恐おそる恐おそるドアに近ちかづく。

「おかしい」

　部へ屋やにたどり着つく前まえに、ふいに香かおり理が声こえをひそめてつぶやいた。

「なんで？」

「だって、さっきは２階かいに上あがりきる前まえにはうめき声ごえが聞きこえたもの」

「え……？」

　輝てる生おは耳みみを澄すました。

　ＣＤラジカセから聞きこえたあの女おんなの声こえは、一いっ生しょう忘わすれないだろう。

　そのうめき声ごえは、確たしかに聞きこえない。

　香かおり理は懇こん願がんするように輝てる生おを見みている。

　幼おさななじみの女おんなの子こが何なにを考かんがえているのか、輝てる生おにはすぐに分わかった。

「カオリンは僕ぼくの後うしろにいなよ。僕ぼくが部へ屋やを覗のぞいてみるからさ」

　輝てる生おはすり足あしで部へ屋やに近ちかづき、一いち度ど立たち止どまった。

　目めの前まえに半はん分ぶんだけ開ひらいたドアがある。

　輝てる生おは深しん呼こ吸きゅうをして、何なにが起おきても驚おどろかない心こころ構がまえをした。

「よし、ドアを開ひらくぞ」

　輝てる生おは香かおり理にではなく、自じ分ぶんを鼓こ舞ぶするためにつぶやいた。

　ザッ！

　輝てる生おは勢いきおいを付つけてドアを全ぜん開かいし、部へ屋やの中なかを見みた。

　そして一いっ瞬しゅんの沈ちん黙もく──。

「無ない！」

「え？　無ない？」

「ＣＤラジカセなんて無ないよ」

　香かおり理は輝てる生おの肩かたを掴つかんで、自じ分ぶんの部へ屋やを覗のぞき込こむ。

　フローリングに置おかれていたはずのＣＤラジカセは無なくなっていた。

「うそ！　そんなはずないよ！　さっきは間ま違ちがいなくあったもの！」

　香かおり理を疑うたがいたくはない輝てる生おは、どう答こたえたらいいか分わからない。

「テルのお母かあさんが言いうみたいに、私わたしの勘かん違ちがいなの？　私わたしがおかしいの？」

　輝てる生おは香かおり理に何なにを言いえばいいか思し案あんした。

　その時とき──、







　ぎゃああぁぁはははっ!!







　階かい下かから不ぶ気き味みな女おんなの笑わらい声ごえが聞きこえた。

「「え!!」」

　ビックリした２人ふたりは、階かい段だんを見みおろした。




　うううぅぅぅうううううう




　１階かいの廊ろう下かの死し角かくからうめき声ごえが聞きこえ、それが次し第だいに大おおきくなってくる。

「１階かいのリビングから、廊ろう下かを通とおって階かい段だん下したに近ちかづいてる！」

　ここに長なが年ねん暮くらしている香かおり理には、音おとの動うごきが分わかった。

「階かい段だん下したに近ちかづいてるって？　こっちに来くるってこと？」

　輝てる生おが震ふるえる声こえで香かおり理に尋たずねる。

「うん、こっちに来くる」




　うううぅぅぅうううう！




　２階かいから階かい段だん下したをじっと見みつめる２人ふたり。

　すると、ＣＤラジカセを手てにした何なにかが死し角かくから出でてきた。




　全ぜん身しんが真まっ黒くろな闇やみで出で来きたような女おんなだ。

　女おんなは階かい段だんを一いっ歩ぽ一いっ歩ぽと上のぼってくる。
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「いやぁ！」

　香かおり理は悲ひ鳴めいを上あげ、輝てる生おは恐きょう怖ふに息いきをのんだ。




　呪ノロワレロ!!　呪ノロワレロォォ！！！




　闇やみの女おんなが手てにしたＣＤラジカセから、不ぶ気き味みな声こえが放はなたれる。

「いやぁぁ！」

　後あと退ずさった香かおり理は、背はい後ごの壁かべにぶつかってしまう。

　輝てる生おは脇わきにある窓まどから逃にげ出だそうとする。

　しかし、窓まど枠わくが小ちいさくて身体からだが通とおるとは思おもえなかった。

　階かい段だんを見みおろすと、ＣＤラジカセを手てにした闇やみの女おんなが階かい段だんを更さらに上のぼってくる。

　輝てる生おも後うしろの壁かべに背せを付つけた。

　真まっ黒くろい手てが持もつＣＤラジカセが、だんだんと香かおり理と輝てる生おに近ちかづく。







　呪ノロワレロォォ！！！







　ＣＤラジカセから発はっせられたおぞましい声こえが、２人ふたりの耳みみをつんざいた。

「「あああ！」」

　２人ふたりは観かん念ねんして目めをつむる。

　その時とき──、




　ガッシャーン！




　２階かいの廊ろう下かの窓まどが割われ、１匹ぴきの犬いぬが飛とび込こんで来きた。
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　ジミーだ。




　身体からだの小ちいさい人じん面めん犬けんは、輝てる生おが通とおり抜ぬけるのをあきらめた窓まど枠わくを難なんなく通とおり抜ぬけた。

　一いっ方ぽう、開ひらいていた玄げん関かん扉とびらからは、フシギと雷らい太たが駆かけ込こんで来きた。




　呪ノロワレロォォ!!




　叫さけぶＣＤラジカセにジミーは体たい当あたりする。




　ゴンッ！　ゴロゴロッ！




　ＣＤラジカセが闇やみの女おんなの手てから離はなれて、階かい段だんを転ころげ落おちる。

　だが、それだけの衝しょう撃げきを受うけても声こえが止とまる気け配はいは無なかった。

　うううぅぅううう！　呪ノロワレロ!!




「滅めっせよ！」




　雷らい太たがラジカセにお札ふだを貼はる。

　すると音おとが止とまって、上じょう部ぶの蓋ふたが開ひらいた。

　黒くろいラベルのＣＤが剝むき出だしになる。

　すかさずフシギは手て帳ちょうを開ひらいて黒くろいラベルのＣＤに向むけた。




　セラテイロノ　セツウイロノ　シャ・エイ




　フシギの口くちから、呪じゅ文もんが唱となえられた。
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　ＣＤから奇き妙みょうなマークが現あらわれ、キラキラと輝かがやき、開ひらかれたページに反はん転てんして写うつし取とられた。

「あなた達たちは何なに？」

　香かおり理が戸と惑まどいながらフシギ達たちに問といかける。

「まあ、それは気きにせんでええ。それに、犬いぬがしゃべることも気きにせんでええからな」

　ジミーが答こたえると、香かおり理と輝てる生おはギョッとした。

　しかし、フシギが『呪のろいのＣＤ』の説せつ明めいをはじめると聞きき入いった。

「キミ達たちは『呪のろいのＣＤ』に取とり憑つかれた。無む念ねんの思おもいを残のこして死しんだ者ものが現あらわれ、聴きいた人にん間げんを呪のろい殺ころそうとするんだ。キミ達たちが、『呪のろいのＣＤ』の話はなしをしたんじゃないか？　絶ぜっ対たいに都と市し伝でん説せつの話はなしはしてはいけない」

「いえ、僕ぼく達たちはそんな事ことはしてません。そもそも、『呪のろいのＣＤ』なんて知しらなかったし」

　輝てる生おは首くびを振ふって答こたえたが、香かおり理は「あ！」と声こえを上あげて輝てる生おを見みた。

「カオリン、どうした？」

「お母かあさんとお父とうさんが話はなしをしたのよ。お父とうさんが出しゅっ張ちょうに出でる前まえに、お母かあさんと『呪のろいのＣＤ』の話はなしをしたって言いってたじゃない」

「あ、そうだったね」

「そうでしょ」

　そう話はなし合あった２人ふたりは再ふたたびフシギ達たちを見みた。

　しかし、既すでにそこには誰だれもいなかった。

























「よし、じゃあみんな隠かくれよう！」

　とある一いっ軒けん家や。

　小しょう学がく４年ねん生せいの諸もろ口ぐち修しゅう介すけは、クラスメイトの３人にんと、親しん友ゆうの見み崎さき荒こう太たの家いえに来きていた。

　学がっ校こう帰がえり、荒こう太たの家いえで遊あそぶことになったのだ。

　今日きょうは、久ひさしぶりに家いえの中なかでかくれんぼをすることにした。

　ジャンケンで荒こう太たが鬼おにとなり、修しゅう介すけの掛かけ声ごえとともにかくれんぼが始はじまった。

（どこに隠かくれようかな～）

　荒こう太たが１階かいのリビングで数かずを数かぞえているなか、修しゅう介すけはひとり２階かいへとやって来きた。

（荒こう太たくん、見みつけるのが上手うまいんだよなあ）

　この前まえかくれんぼをやったとき、修しゅう介すけはクローゼットの中なかに隠かくれたが、すぐに見みつかってしまった。

　その前まえは、ベランダに隠かくれたが、同おなじように見みつかってしまった。

（今日きょうこそ見みつからないようにしなくちゃ）

　廊ろう下かに立たつ修しゅう介すけは、各かく部へ屋やのドアを見み回まわす。

　２階かいには部へ屋やが４つある。

　荒こう太たはどの部へ屋やに入はいってもいいと言いっていた。

（クローゼットがあったのは荒こう太たくんのお母かあさんたちの部へ屋やだったし、ベランダがあったのは高こう校こう生せいのお兄にいさんの部へ屋やだったよね）

　修しゅう介すけは、一いち番ばん奥おくの部へ屋やのドアをじっと見みつめた。

（あそこは、たしか荒こう太たくんの部へ屋やだよね）

　今いままで何なん度ども荒こう太たの家いえでかくれんぼをしてきたが、彼かれの部へ屋やに隠かくれたことはなかった。

「あそこにしよう……」

　修しゅう介すけは音おとを立たてないようにドアを開あけると、荒こう太たの部へ屋やに入はいった。

「ええっと、隠かくれる場ば所しょは……」

　いろいろ隠かくれられそうな場ば所しょはあるが、簡かん単たんなところだとすぐに見みつけられてしまうだろう。

（今いままで隠かくれたことのない場ば所しょがいいよね）

　修しゅう介すけはふと、視し線せんをベッドの下したのほうに向むけた。

　ベッドの下したにわずかな隙すき間まがある。

（あそこなら隠かくれられるかも）

　修しゅう介すけは寝ねそべると、隙すき間まに身みを隠かくした。

（よし、完かん璧ぺき）

　ここなら、荒こう太たに見みつからないはずだ。

　10分ぷん間かん見みつからなければ、修しゅう介すけたち隠かくれる側がわの勝かちだ。

　修しゅう介すけはドキドキしながら、ベッドの下したに隠かくれ続つづけた。

　３分ぷん、５分ふん……。

　時じ間かんが少すこしずつ過すぎていく。

　修しゅう介すけの目めには、部へ屋やの床ゆかだけが見みえている。

（このまま、このまま）

　修しゅう介すけは、今こん度どこそ上手うまく隠かくれることができたはずだと思おもった。

　そのとき──、

　部へ屋やのドアが開ひらいた。

（来きた！）

　修しゅう介すけは息いきを殺ころし、床ゆかをじっと見みつめる。




　ペタ　ペタ　ペタ




　誰だれかが部へ屋やの中なかを歩あるいている。

（荒こう太たくんだ）

　そう思おもいながら、修しゅう介すけはその足あし音おとを聞きいていた。




　ペタンッ




　突とつ然ぜん、ベッドの前まえに足あしが現あらわれ、大おおきな音おとが響ひびいた。

「んん」

　修しゅう介すけは驚おどろいて声こえを出だしそうになったが、あわててその声こえを吞のみ込こむ。

　幸さいわい、荒こう太たは気きづいていないようだ。

　だが、その足あしを見みて、修しゅう介すけは目めを大おおきく見み開ひらいた。




　目めの前まえに見みえているのは、大おおきな男おとこの裸足はだしだったのだ。
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（どういうこと？）

　明あきらかに、荒こう太たの足あしではない。

　荒こう太たの両りょう親しんは、仕し事ごとで今いま家いえにはいない。

　高こう校こう生せいのお兄にいさんだろうか？

　ベッドの下したからは、足あし首くびぐらいまでしか見みえなかった。




　ペタ　ペタ　ペタ　ペタ




　大おおきな足あしは、さ迷まようようにウロウロと部へ屋やの中なかを歩あるく。

　そしてしばらくすると、部へ屋やを出でて行いった。

（誰だれだったんだろう……？）




　ジリリリリン




　部へ屋やの外そとから、目め覚ざまし時ど計けいのアラーム音おんが聞きこえてきた。

　リビングに置おいていた時と計けいの音おとだ。

　10分ぷんが経たったという合あい図ずだ。

　修しゅう介すけは戸と惑まどいながらも、ベッドの下したから出でると、１階かいのリビングに行いくことにした。




「修しゅう介すけくん、どこにいたの？」

　リビングでは、荒こう太たとクラスメイト３人にんが、修しゅう介すけが来くるのを待まっていた。

　どうやら３人にんとも、荒こう太たに見みつかってしまったようだ。

「ええっと、僕ぼくは荒こう太たくんの部へ屋やのベッドの下したにいたよ」

「そうなんだ。僕ぼくの部へ屋やまでは捜さがしてなかったなあ」

　やはり、荒こう太たは部へ屋やに入はいっていないようだ。

　修しゅう介すけは、先さきほど部へ屋やに入はいってきた人じん物ぶつのことを荒こう太たに話はなした。

「部へ屋やに？」

「うん、たぶんお兄にいさんだと思おもう。急きゅうに入はいってきたから僕ぼくびっくりしちゃって」

　修しゅう介すけがそう言いうと、荒こう太たは首くびをかしげた。




「お兄にいちゃんは、今日きょうも部ぶ活かつだから、夜よるまで帰かえって来こないよ」




「えっ？」

　今日きょうはたまたま早はやめに帰かえってきたのだろうか？

　だが、家いえ中じゅうを捜さがしても、兄あにはどこにもおらず、帰かえってきた形けい跡せきさえなかった。

　３人にんのクラスメイトも、２階かいには行いっていないらしい。

「じゃあ、あの足あしは誰だれだったの？」

　修しゅう介すけは、部へ屋やの中なかを歩あるく大おおきな足あしを思おもい出だし、ゾッとするのだった。
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「誰だれなのか分わからない足あしを見みただって？」

　夜よる。

　家いえに帰かえってきた修しゅう介すけは、家か族ぞくと夕ゆう食しょくを取とりながら、荒こう太たの家いえで起おきた事ことを話はなした。

「荒こう太たくんたちの足あしを見み間ま違ちがえただけじゃないのか？」

　父ちち親おやがご飯はんを食たべながら言いう。

　しかし修しゅう介すけは、部へ屋やには誰だれも来きていなかったことを話はなした。

「じゃあ、誰だれだったっていうの？」

　母はは親おやの言こと葉ばに、修しゅう介すけは「分わからないよ」と答こたえた。

「ペタ、ペタ、ペタって音おとを鳴ならしながら、部へ屋やの中なかをウロウロしたんだ」

　すると、それを聞きいていた弟おとうとの優ゆう介すけが、修しゅう介すけのほうに顔かおをむけた。




「お兄にいちゃん、ぼく、そのお話はなしこわい」




　小しょう学がく３年ねん生せいの優ゆう介すけは、怖こわい話はなしが大だいの苦にが手てだ。

「たしかにちょっと不ぶ気き味みね。修しゅう介すけ、もうその話はなしはやめてご飯はんを食たべなさい」

「だけど」

「いいから。優ゆう介すけが怖こわがってるでしょ」

「そ、それはそうだけど……、う、うん」

　修しゅう介すけはそれ以い上じょう何なにも言いえなくなってしまった。




（ほんとに、あれは何なんだったんだろう……）

　真ま夜よ中なか。

　修しゅう介すけは、部へ屋やのベッドで横よこになりながら、あの足あしのことをずっと考かんがえていた。

　部へ屋やは優ゆう介すけと一いっ緒しょで、２段だんベッドの下したの段だんが修しゅう介すけのベッドだ。

　真まっ暗くらな部へ屋やの中なか、上うえの段だんからは優ゆう介すけのいびきが響ひびいている。

（優ゆう介すけが怖こわいなんて言いうから、お母かあさんたちにちゃんと話はなしができなかったんだぞ）

　荒こう太たたちも何なにかの見み間ま違ちがいだと言いって、まともに話はなしを聞きいてくれなかった。

（どうして、誰だれもちゃんと話はなしを聞きいてくれないんだよ）

　修しゅう介すけは、小ちいさなため息いきを吐ついた。




　ペタ




「えっ？」

　暗くら闇やみの中なかで、音おとがした。




　ペタ　ペタ　ペタ




　誰だれかが、部へ屋やの中なかを歩あるく音おとだ。

　修しゅう介すけは目めを凝こらした。

　２段だんベッドの下したの段だんからは、下か半はん身しんしか見みえないが、大人おとなの男おとこの人ひとが歩あるいているようだ。

（お父とうさん……？）

　修しゅう介すけたちがちゃんと寝ねているか見みに来きたのだろうか？

　しかし、なぜか影かげは、真まっ暗くらな部へ屋やの中なかをさ迷まようようにウロウロしていた。




　ペタ　ペタ　ペタ　ペタ




　影かげはそのままドアのほうへ歩あるいて行いく。

　そして、音おとが消きえた。

（出でて行いったの……？）

　ドアが開ひらいたようには見みえなかった。

　修しゅう介すけは起おき上あがり、部へ屋やを見みるが、どこにもいないようだ。

（お父とうさん、何なにしに来きたんだろう……？）




　翌よく朝あさ。

　修しゅう介すけは、リビングに行いくと、仕し事ごとに出でかけようとしていた父ちち親おやにそのことを話はなした。

「真ま夜よ中なかに修しゅう介すけたちの部へ屋やに？　う～ん、お父とうさんは行いってないぞ」

「えっ？　じゃあお母かあさんだったの？」

　男おとこの人ひとの足あしに見みえたが、見み間ま違ちがえたのかもしれない。

　だが、母はは親おやは首くびを横よこに振ふった。

「私わたしも行いってないわ」

「そんな……」

　修しゅう介すけは、弟おとうとの優ゆう介すけのほうを見みた。

「優ゆう介すけも見みたよね？　誰だれかウロウロしてたよね？」

「ぼく、寝ねてたから分わからないよ。お兄にいちゃん、朝あさからこわいこと言いわないで」

　優ゆう介すけは怯おびえたような表ひょう情じょうで母はは親おやにしがみついた。

「修しゅう介すけ、もうその話はなしはいいから。きっと夢ゆめでも見みてたのよ」

「そうだな。荒こう太たくんの家いえで見み間ま違ちがえたことが、頭あたまの中なかに残のこっていたんだろうな」

　母はは親おやは、「早はやく学がっ校こうに行いく準じゅん備びをしなさい」と修しゅう介すけに注ちゅう意いをする。

　結けっ局きょく、修しゅう介すけはまたちゃんと話はなしをすることができなかった。




（あれは、夢ゆめなんかじゃない）

　学がっ校こうへやって来きた修しゅう介すけは、教きょう室しつに向むかいながらそのことを考かんがえていた。

　裸足はだしの大人おとなの人ひとが部へ屋やの中なかを歩あるいていた。

　それは、はっきりと目めが覚さめた状じょう態たいで見みたのだ。

（もしかして、泥どろ棒ぼうだったのかも）

　そう思おもうが、朝あさ起おきても、特とくに荒あらされた跡あとも盗ぬすまれた物ものもなかった。

　修しゅう介すけは歯はがゆい気き持もちになりながら、教きょう室しつに入はいった。

　すると、荒こう太たが駆かけ込こんで来きた。




「修しゅう介すけくん、大たい変へんだ！」




「どうしたの？」

「みんな、見みたっていうんだ！」

「見みた？」

　荒こう太たの後うしろには、昨日きのう一いっ緒しょにかくれんぼをした３人にんが立たっていた。

　彼かれらはなぜか、怯おびえたような表ひょう情じょうをしている。

「何なにを見みたっていうの？」

　修しゅう介すけが尋たずねると、３人にんの中なかでいちばん背せの高たかい、松まつ下した正まさ行ゆきが口くちを開ひらいた。




「昨日きのうの夜よる、僕ぼくたちの部へ屋やにも出でたんだ。──歩あるく男おとこが」




「えっ？」

　正まさ行ゆきたち３人にんは、真ま夜よ中なか、それぞれ自じ宅たくの自じ分ぶんの部へ屋やで、息いき苦ぐるしさを感かんじて目めを覚さましたのだという。

「そうしたら、真まっ暗くらな部へ屋やの中なかで、男おとこの人ひとが歩あるいていたんだ」

「下か半はん身しんしか見みえなかったけど、裸足はだしでウロウロしてて」

「朝あさ、お父とうさんたちに部へ屋やに入はいったか聞きいたんだけど、誰だれも入はいってないって言いってて」

「それって……」

　修しゅう介すけとまったく同おなじだ。

　修しゅう介すけは自じ分ぶんのところにも、真ま夜よ中なか、男おとこが現あらわれたことを話はなした。

　すると、それを聞きいた荒こう太たが、「もしかして」とつぶやいた。

「昨日きのう、修しゅう介すけくんたちが帰かえった後あと、部ぶ活かつから帰かえってきたお兄にいちゃんにそのことを話はなしたんだけど、お兄にいちゃん、それ知しってるよって言いったんだ」

「ええ？」




「お兄にいちゃんが言いうには、その男おとこは『待まってさん』っていう都と市し伝でん説せつの怪かい人じんかもしれないんだって」




　待まってさんとは、家いえの中なかに現あらわれて、ウロウロと歩あるく不ぶ気き味みな男おとこなのだという。

「自じ分ぶんの代かわりになる人にん間げんを探さがしてて、もし見みつかっちゃうと、襲おそわれて、その人ひとは次つぎの待まってさんになっちゃうんだって」

「そんな」

　荒こう太たはそんな話はなしは信しんじていなかったが、修しゅう介すけ以い外がいも見みたと知しり、それが本ほん当とうかもしれないと思おもうようになっていた。

　修しゅう介すけは戸と惑まどいを隠かくせなかった。

　それは正まさ行ゆきたちも同おなじである。

「また現あらわれたらどうしよう」

　修しゅう介すけはすでに２回かいも見みている。

　３回かい目めがないとは言いえなかった。

「大だい丈じょう夫ぶだよ」

　そんな修しゅう介すけたちに、荒こう太たは真しん剣けんな表ひょう情じょうのまま、わずかにほほ笑えんだ。

「お兄にいちゃんに、助たすかる方ほう法ほうを教おしえてもらったんだ」

「何なになに？　教おしえて！」




「もし、待まってさんに見みつかって襲おそわれそうになったら、『待まって』って言いえばいいんだ」




　その言こと葉ばを言いえば、待まってさんの動うごきが止とまり、そのまま消きえるらしい。

「お兄にいちゃんの部ぶ活かつの先せん輩ぱいが、塾じゅくの友とも達だちに聞きいたんだって」

「そうなんだ」

　都と市し伝でん説せつの怪かい人じんは不ぶ気き味みだが、助たすかる方ほう法ほうが分わかれば、そこまで恐おそれる必ひつ要ようはない。

「よかった～」

　修しゅう介すけたちは互たがいの顔かおを見みて、ホッとするのだった。
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「え、都と市し伝でん説せつのかいじん？」

　放ほう課か後ご。

　家いえへ帰かえって来きた修しゅう介すけは、優ゆう介すけに待まってさんのことを話はなした。

「そんなのほんとにいるの？」

「ああ、僕ぼくだけじゃなくて正まさ行ゆきくんたちも見みたって言いってたからね」

　それを聞きき、優ゆう介すけは身体からだを震ふるわせる。

　そんな優ゆう介すけを見みて、修しゅう介すけは優やさしい笑えみを浮うかべた。

「大だい丈じょう夫ぶ。襲おそわれても助たすかる方ほう法ほうがあるから」

　修しゅう介すけは、荒こう太たから聞きいた方ほう法ほうを教おしえた。

「そんなことで助たすかるの？」

「荒こう太たくんのお兄にいさんが聞きいた話はなしだからね」

「そっか、高こう校こう生せいのお兄にいさんが言いってるなら、ほんとってことだよね」




「うん。もし都と市し伝でん説せつの怪かい人じんが襲おそってきても、助たすかる方ほう法ほうが分わかれば全ぜん然ぜん怖こわくないよね」




　修しゅう介すけの言こと葉ばに、優ゆう介すけは大おおきくうなずいた。

「よし、優ゆう介すけ、ゲームしよっか。今いまならどれだけやっても怒おこられないからね」

　母はは親おやは、今日きょうはスーパーのパートの日ひだ。

　母はは親おやがいると、ゲームは１時じ間かんしかやらせてくれない。

　修しゅう介すけも優ゆう介すけも、そんな母はは親おやにうんざりしていた。

「ぼく、格かく闘とうゲームがしたい」

「うんうん、じゃあトイレ行いって来くるから、その間あいだに用よう意いしてて」

「分わかった！」

　修しゅう介すけはリビングを出でると、トイレに向むかった。




（優ゆう介すけが元げん気きになってよかった）

　トイレを済すませ、手てを洗あらいながら、修しゅう介すけは笑えみを浮うかべていた。

（優ゆう介すけが怖こわがったせいで、お母かあさんたちには待まってさんのことちゃんと話はなせなかったけど、やっぱりかわいい弟おとうとだもんね）

　弟おとうとを怖こわがらせるのはやはりよくない。

（今日きょうは、ゲームわざと負まけてあげようかな）

　修しゅう介すけはそう思おもいながら、トイレから出でた。

　そのとき、




「お兄にいちゃんっ！」




　リビングから大おおきな声こえがした。

「優ゆう介すけ、どうした!?」

　怪け我がでもしたのだろうか？

　修しゅう介すけは、あわててリビングに駆かけ込こんだ。

　すると、優ゆう介すけがゲーム機きのそばで、身体からだを震ふるわせていた。

「どうした？　どこか打うったのか？」

「そうじゃないよ。出でたの」

「出でた？」




「待まってさんが出でたの！」
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「えっ」

　瞬しゅん間かん、廊ろう下かのほうから音おとがした。




　ペタ　ペタ　ペタ




　誰だれかが歩あるいている音おとだ。

「そんな！」

「お兄にいちゃん、こわいよ！」

　優ゆう介すけが怯おびえながら修しゅう介すけにしがみつく。

「静しずかに、気きづかれちゃうだろ！」

　あの不ぶ気き味みな足あし音おとを聞きくと、やはり怖こわい。

「とりあえず隠かくれなきゃ！」

　修しゅう介すけはふと、リビングにあるソファーのほうを見みた。

　ソファーには両りょう端はしに脚あしが付ついていて、下したに空くう間かんがある。

「ここだ！」

　修しゅう介すけは優ゆう介すけを連つれて、ソファーの下したに隠かくれた。

「お兄にいちゃん」

「静しずかに……！」

　修しゅう介すけは、部へ屋やの中なかを見みる。

　床ゆかしか見みえないが、ドアの前まえに誰だれかの足あしが見みえた。

（待まってさんだ）

　待まってさんは、部へ屋やの中なかをウロウロしていた。

（僕ぼくたちを探さがしてるんだ……）

　待まってさんは、自じ分ぶんの代かわりになる人にん間げんを探さがしていて、もし見みつかると襲おそわれて、次つぎの待まってさんになってしまう。

（そんなの嫌いやだ……）

　修しゅう介すけは、震ふるえながらしがみつく優ゆう介すけをじっと見みつめる。

（優ゆう介すけを守まもらなきゃ。僕ぼくがなんとかしなきゃ）

　そう思おもいながら、修しゅう介すけはふたたび部へ屋やの中なかを見みた。




「あれ？」




　待まってさんの足あしが見みえない。

（どこだ……？）

　隠かくれながら、リビングを見み回まわす。

　だが、どこにも足あしは見みえなかった。

（もしかして、消きえたの？）

　昨日きのうと同おなじように、修しゅう介すけたちを見みつけることができず、去さったのだろうか？

　修しゅう介すけは助たすかったのだと思おもい、ホッと息いきを吐ついた。




　ドォン！




　突とつ然ぜん、頭あたまの上うえで大おおきな音おとが響ひびいた。




　ドン　ドン　ドン




　ソファーが激はげしく動うごく。

　誰だれかが、ソファーの上うえで飛とび跳はねているのだ。

「お兄にいちゃん、こわいよ！」

　優ゆう介すけがあまりの恐きょう怖ふに声こえをあげた。

「静しずかにしろって！」




　ベタンッ




　目めの前まえの床ゆかに、上うえから飛とび降おりて来きた足あしが見みえた。




　ガン　ガン
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　待まってさんが、何なん度どもソファーを蹴ける。

　その衝しょう撃げきで、ソファーは徐じょ々じょにズレはじめた。

（このままじゃ見みつかる！）

　優ゆう介すけを抱だきしめながら、修しゅう介すけは何なんとか助たすからなければと思おもった。

「あっ、そうだ！」

　修しゅう介すけは、助たすかる方ほう法ほうがあったことを思おもい出だした。

　待まってさんに、「待まって」と言いうと動うごきが止とまって、そのまま消きえるのだ。

　修しゅう介すけはソファーの下したから見みえる、待まってさんの足あしを睨にらんだ。

　そして、叫さけぶように声こえをあげた。




「待まって！」




　瞬しゅん間かん、待まってさんの動うごきがピタリと止とまった。

　だんだん足あしが薄うすくなっていき、やがて、消きえた。

「やった」

　修しゅう介すけは、恐おそる恐おそるソファーの下したから出でる。

　部へ屋やを見み回まわすが、どこにも待まってさんはいない。

　荒こう太たの言いうとおりだ。

「よかった、消きえたよ、優ゆう介すけ」

　修しゅう介すけは、笑え顔がおで優ゆう介すけのほうを見みた。




　しかし、優ゆう介すけはなぜか、ソファーの下したで身みを縮ちぢめて震ふるえていた。




「どうしたの？」

「ぼくも、さっきちゃんと言いったんだ……」

「さっき？」

「待まってさんがいたから、お兄にいちゃんに言いわれたとおりに、『待まって』って言いったんだ」

「言いったって、『待まって』って言いったのは僕ぼくだよ？」

「ちがうよ。お兄にいちゃんが来くる前まえに言いったの。それなのに、待まってさんは消きえなかったんだ！」

「えっ」




　ペタ




　背はい後ごで、音おとがした。




　ペタ　ペタ　ペタ




　誰だれかが歩あるく音おとだ。

　修しゅう介すけは戸と惑まどいながら、ゆっくりとそちらに顔かおを向むけた。

　ドアの前まえに、男おとこの人ひとの下か半はん身しんだけが立たっている。




　待まってさんには、顔かおも、身体からだもなかった。




「うわああ！」

　下か半はん身しんだけの怪かい人じんが、修しゅう介すけたちに迫せまって来くる。

「待まって！　待まって！　待まって!!」

　修しゅう介すけは何なん度どもその言こと葉ばを言いうが、待まってさんはまったく止とまらない。

「どうして？　なんで??」




　ペタ　ペタ　ペタペタペタペタ




　部へ屋やに、修しゅう介すけと優ゆう介すけの叫さけぶ声こえが響ひびき渡わたった。
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　とある家いえの前まえ。

　フシギたちが、ひとりの男おとこの子このそばに立たっていた。

　男おとこの子こは、荒こう太たである。

「待まってって言いっても、助たすからないってどういうこと？」




「待まってさんは、下か半はん身しんだけの怪かい人じんだ。声こえなんて聞きこえない」




　フシギは、険けわしい表ひょう情じょうでそう答こたえた。

「だけど、お兄にいちゃんの先せん輩ぱいが塾じゅくの友とも達だちから聞きいたって言いってたよ？」

「それは、間ま違ちがって広ひろまった噂うわさだ」

「そんな……」

　動どう揺ようする荒こう太たを見みて、ジミーや雷らい太たは苦にが々にがしい表ひょう情じょうを浮うかべる。

　そんななか、荒こう太たは動どう揺ようしながらもつぶやいた。

「どうしよう。みんなに『待まって』って言いえば助たすかるって言いっちゃったよ」

「なんやて？」

　ジミーが驚おどろく。

　犬いぬが人にん間げんの言こと葉ばをしゃべったことに荒こう太たは怯おびえるが、何なにか言いうよりも早はやくフシギが口くちを開ひらいた。




「もしかしたらもう遅おそいかもしれない。待まってさんに見みつかってしまった人にん間げんは、二に度どと戻もどってこない」




　それを聞きき、荒こう太たはぼう然ぜんとなる。

　そんな荒こう太たを、フシギはじっと見みつめた。

「都と市し伝でん説せつは存そん在ざいする。だから、話はなしをしてはいけない。噂うわさをすれば、呪のろいが再ふたたび現あらわれてしまう」

　フシギは奥おく歯ばを噛かみしめる。

　その顔かおは、深ふかい怒いかりに満みちていた。
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　その頃ころ。

　修しゅう介すけの家いえのリビングに、誰だれかが立たっていた。

「フシギたちは間まに合あわなかったか」

　青あおいフードをかぶった少しょう年ねん──、マボロシだ。

　マボロシは、誰だれもいなくなった部へ屋やを見みていた。

「まあいずれ、待まってさんもフシギが回かい収しゅうするだろうね」

　マボロシはふと、テーブルに置おかれたゲーム機きを見みる。

　ゲーム機きの横よこには、コントローラーが２つ、仲なか良よく並ならんでいた。

「可哀かわいそうに。彼かれらは何なにも悪わるいことをしてないのにね」

　やがて、マボロシは部へ屋やを出でて行いく。

　マボロシの口くち元もとは、なぜかにやりと笑わらっていた。
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「ほんと、す～ごくいい休きゅう日じつだったよね」

　日にち曜よう日びの夕ゆう方がた。

　小しょう学がく５年ねん生せいの塩しお谷や歩あゆ佳かは、親しん友ゆうの本もと部べ知ち衣いとともに、道どう路ろを歩あるいていた。

　２人ふたりは先さきほどまで、クラスメイトの寒さむ川かわ世せ莉り那なの家いえで遊あそんでいたのだ。

「世せ莉り那なちゃんのお家うちってお庭にわ広ひろくていいよね」

「私わたし、庭にわにテーブルを置おいて食しょく事じしたの初はじめてだよ」

　世せ莉り那なの祖そ母ぼがケーキを作つくってくれて、それを庭にわに用よう意いしたテーブルで食たべた。

「庭にわで食たべるのもロマンチックだったし、あのケーキもほんと絶ぜっ品ぴんだったよね。世せ莉り那なちゃんのおばあちゃん、ウチでもケーキ作つくってくれないかなあ」

「だったら、歩あゆ佳かちゃんのお家うちでケーキ教きょう室しつ開ひらこうよ」

「あ、いいね！　今こん度どお願ねがいしてみよう！」

　２人ふたりはうれしそうに笑わらいながら、林はやしの横よこの道どう路ろを通とおり過すぎようとした。




　ガサッ




　突とつ然ぜん、林はやしの中なかから誰だれかが出でてきた。

　歩あゆ佳かたちは反はん射しゃ的てきにその方ほう向こうを見みる。

「えっ」

　そこには、作さ業ぎょう服ふくを着きた男おとこの人ひとがいた。

　男おとこの人ひとは、フラフラと歩あるいている。

　その目めは血ち走ばしり、どこを見みているのか分わからないほど、目め玉だまだけがギョロギョロと動うごいていた。
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「あ、あの、どうしたんですか？」

　歩あゆ佳かたちは戸と惑まどいながらも、男おとこの人ひとに声こえをかけた。

　すると、男おとこの人ひとが顔かおを向むけた。




「入はいられた　入はいられた」




「入はいられた？」

　歩あゆ佳かたちが首くびを傾かしげていると、男おとこの人ひとは林はやしの向むこうを見みた。

　林はやしの向むこうには、山やまがある。

　男おとこの人ひとは、血ち走ばしった目めでその山やまを見みつめながら、大おおきく口くちを開ひらいた。




「入はいられたあぁああ！」




　次つぎの瞬しゅん間かん、男おとこの人ひとは崩くずれるようにその場ばに倒たおれた。

「きゃあああ！」




　翌よく日じつ。

　歩あゆ佳かのクラスでは、昨日きのうの男おとこの人ひとの話はなしで持もち切きりとなっていた。

　あの後あと、歩あゆ佳かたちは通とおりかかった人ひとに助たすけを求もとめ、スマホで救きゅう急きゅう車しゃを呼よんでもらった。

　男おとこの人ひとはそのまま入にゅう院いんしたのだという。

「大だい丈じょう夫ぶかな？　心しん配ぱいだよね」

　歩あゆ佳かは、周まわりにいる知ち衣いたちに言いう。

　人ひとが倒たおれる姿すがたを初はじめて見みた。

「急きゅうに体たい調ちょうが悪わるくなったのかな？」

　歩あゆ佳かはそう心しん配ぱいするが、話はなしを聞きいていた世せ莉り那なは、なぜか神しん妙みょうな顔かおつきになっていた。

「世せ莉り那なちゃん、どうしたの？」

「え、あ、うん」

　何なにか言いいにくいことがあるようだ。

「もしかして、倒たおれた人ひと、世せ莉り那なちゃんの知しり合あいだったの？」

「ううん、そうじゃないわ。だけど、その人ひと、入はいられたって言いってたのよね？」

「うん」

　歩あゆ佳かと知ち衣いは同どう時じにうなずく。

　世せ莉り那なはそれを聞きき、歩あゆ佳かたちをじっと見みつめた。




「もしかしたら、その人ひと、『ウズクロ』に入はいられたのかも」




「何なにそれ？」

「おばあちゃんが昔むかし教おしえてくれたの。あの山やまには、ウズクロっていう都と市し伝でん説せつの怪かい物ぶつが棲すんでて、人ひとの中なかに入はいって来くるんだって」

「入はいって来くる？」




「ウズクロに入はいられた人にん間げんは、その後ご死しんでしまうらしいわ」




「死しぬ？」

　救きゅう急きゅう車しゃで運はこばれた男おとこの人ひとは、入にゅう院いんしただけだ。

「あの人ひと、死しんでなんかないよね？」

　知ち衣いは不ふ安あんそうに歩あゆ佳かに尋たずねる。

「うん、たぶん大だい丈じょう夫ぶだと思おもうけど……」

　正しょう直じき、本ほん当とうに大だい丈じょう夫ぶだったのかどうか分わからない。

　世せ莉り那なの話はなしを聞きき、歩あゆ佳かも不ふ安あんになってしまった。




　放ほう課か後ご。

　歩あゆ佳かは知ち衣いとともに、男おとこの人ひとが入にゅう院いんしている病びょう院いんに行いってみることにした。

　担たん任にんの先せん生せいによると、男おとこの人ひとは駅えき前まえの病びょう院いんに入にゅう院いんしているらしい。

「おじさんがちゃんと入にゅう院いんしてたら、世せ莉り那なちゃんが言いってたのは間ま違ちがってるってことだよね」

　知ち衣いの言こと葉ばに、歩あゆ佳かは「うん」と答こたえる。

　歩あゆ佳かは都と市し伝でん説せつなど信しんじていなかったが、真面目まじめな世せ莉り那なが真しん剣けんな表ひょう情じょうで言いっていたのが気きになっていたのだ。

「確たしかめれば、安あん心しんできるよね……」

　やがて、病びょう院いんに到とう着ちゃくした２人ふたりは、受うけ付つけにいる看かん護ご師しに声こえをかけた。

「あの、昨日きのう運はこび込こまれたおじさんに会あいたいんですけど」

「おじさん？」

「はい。林はやしのそばの道どう路ろで急きゅうに倒たおれた」

　すると、看かん護ご師しの表ひょう情じょうが急きゅうに険けわしくなった。




「ええっと、彼かれとは面めん会かいできないわ」




「どうしてですか？」

「それは……」

　看かん護ご師しは奥おくにいたベテランの看かん護ご師しのほうを見みた。

　ベテランの看かん護ご師しは、カウンターのそばまでやって来くると、ゆっくりと口くちを開ひらいた。

「あなたたち、あの人ひとの家か族ぞくじゃないでしょ？」

「は、はい」

「それじゃあ、面めん会かいはできないわ」

「え？　そんなルール聞きいたことないです」

　歩あゆ佳かは以い前ぜん、近きん所じょのおばさんが怪け我がをしてこの病びょう院いんに入にゅう院いんしたとき、見み舞まいに来きたことがあった。

　そのときは、家か族ぞくでなくても面めん会かいできたのだ。

　しかし、ベテラン看かん護ご師しは首くびを横よこに大おおきく振ふった。




「ダメなものはダメなの。会あうのは無む理りだから！」




　ベテラン看かん護ご師しは強つよい口く調ちょうでそう言いう。

　歩あゆ佳かたちはそれでも何なんとか会あおうとしたが、看かん護ご師したちはまともに話はなしすら聞きいてくれなかった。




　　　　[image: ]




「ねえ、歩あゆ佳かちゃん、どういうことなのかな？」

　病びょう院いんから出でて来きた歩あゆ佳かと知ち衣いは、トボトボと道どう路ろを歩あるいていた。

　結けっ局きょく、面めん会かいすることはできなかった。

　知ち衣いは、先さきほどの看かん護ご師したちの態たい度どに戸と惑まどっているようだ。

　一いっ方ぽう、歩あゆ佳かは神しん妙みょうな表ひょう情じょうになっていた。

「あの看かん護ご師しさん、変へんなこと言いってたよね？」

「変へんなこと？」

「うん、会あうのは無む理りだって」

　歩あゆ佳かは立たち止どまると、知ち衣いのほうを見みた。

「もしかしたら、おじさんはもう病びょう院いんにいないのかも」

「退たい院いんしたってこと？」




「そうじゃないよ。──おじさんは、死しんじゃったのかも」




「ええ??」

　歩あゆ佳かの発はつ言げんに、知ち衣いは目めをパチクリさせる。

　歩あゆ佳かは、遠とおくに見みえる山やまを見みつめた。

「世せ莉り那なちゃんのおばあちゃんが言いったとおり、ウズクロはほんとにいるのかも」

　男おとこの人ひとは、ウズクロに入はいられて死しんでしまったのかもしれない。

「私わたしたちも襲おそわれちゃうの??　そんなの嫌いやだよ」

　知ち衣いの目めには恐きょう怖ふで涙なみだが浮うかんでいる。

　歩あゆ佳かはそんな知ち衣いを見みて、首くびを大おおきく横よこに振ふった。




「大だい丈じょう夫ぶだよ。山やまにさえ行いかなければ、ウズクロには襲おそわれないよ」




　世せ莉り那なの祖そ母ぼの話はなしによると、ウズクロは山やまに棲すんでいる。

　おそらく、男おとこの人ひとは山やまの中なかに入はいったのだろう。

　そして、ウズクロに襲おそわれ、入はいられてしまった。

「私わたし、山やまにはほとんど行いかないから。知ち衣いちゃんも同おなじでしょ？」

「うん、あそこは散さん歩ぽコースもないし、私わたしも全ぜん然ぜん行いかないよ」

「みんなにも山やまには行いかないように言いったほうがいいよね」

　そうすれば、ウズクロに襲おそわれる人ひとはいなくなるはずだ。

　歩あゆ佳かと知ち衣いは、明日あした学がっ校こうでみんなにそのことを話はなすことにした。

　そのとき──、




「あれ？」




　ふと、前ぜん方ぽうの道どう路ろを見みると、世せ莉り那なが歩あるいていた。

　世せ莉り那なは、歩あゆ佳かたちに気きづくことなく、フラフラと歩あるきながら、角かどを曲まがって行いった。

「世せ莉り那なちゃん、こんなところで何なにしてるんだろう？」

　彼かの女じょの家いえとは、まったく違ちがう方ほう向こうだ。

「おつかいでも頼たのまれたのかな？」

「だけど、あっちは駅えき前まえじゃないからお店みせなんかないよ」

　世せ莉り那なの歩あるいて行いった方ほう向こうには、田たんぼや畑はたけしかない。

「それに、なんかフラフラしてたよね？」

「そう言いわれればそうかも」

「何なにかあったのかな？」

　２人ふたりは心しん配ぱいになり、世せ莉り那なを追おって道どう路ろの角かどを曲まがった。




　世せ莉り那なは、田たんぼのそばを歩あるいていた。

　先さきほどよりさらにフラフラとしている。

「世せ莉り那なちゃん！」

　歩あゆ佳かたちは少すこし離はなれた場ば所しょから声こえをかけるが、まったく反はん応のうしない。

「聞きこえないのかな？」

　２人ふたりは世せ莉り那なのそばまで駆かけ寄よると、もう一いち度ど声こえをかけた。

「ねえ、世せ莉り那なちゃん、どうしたの？」

　そう言いいながら、歩あゆ佳かたちは世せ莉り那なの顔かおを見みた。




「えっ!?」




　世せ莉り那なは、目めを血ち走ばしらせ、どこを見みているのか分わからないほど、目め玉だまをギョロギョロと動うごかしていた。

「世せ莉り那なちゃん??」

　世せ莉り那なは血ち走ばしった目めで、歩あゆ佳かのほうをジロリと見みた。




「入はいられた　入はいられた」




「それって」

「入はいられたあぁああ！」

　次つぎの瞬しゅん間かん、世せ莉り那なは崩くずれるようにその場ばに倒たおれた。

「世せ莉り那なちゃん！」

　歩あゆ佳かは、あわてて世せ莉り那なの身体からだを揺ゆさぶるが、まったく反はん応のうしない。

　知ち衣いはそんな世せ莉り那なを見みて一いっ瞬しゅんで青あおざめた。

「今いま、世せ莉り那なちゃん、入はいられたって言いってたよね？」

　知ち衣いは、怯おびえながら世せ莉り那なを見みる。




「世せ莉り那なちゃん、ウズクロに襲おそわれたのかも！」




「まさか」

　世せ莉り那なは完かん全ぜんに意い識しきを失うしなっている。

「とにかく、誰だれかに助たすけてもらわないと！」

　歩あゆ佳かは周まわりを見みた。

　すると、少すこし離はなれた場ば所しょに、１台だいのパトカーが止とまっていた。

「知ち衣いちゃん、世せ莉り那なちゃんを見みてて！」

「う、うん」

　歩あゆ佳かは知ち衣いに世せ莉り那なを任まかせると、パトカーのほうへと走はしった。




「あの、友とも達だちが大たい変へんなんです！」




　パトカーのそばまでやって来きた歩あゆ佳かは、叫さけぶように言いう。

　だが、車くるまの中なかには誰だれもいなかった。

「そんな！」

　そのとき、近ちかくの路ろ地じから男おとこの人ひとが出でて来きた。

　制せい服ふくを着きたお巡まわりさんだ。

「あの、すいません！」

　歩あゆ佳かは、お巡まわりさんに駆かけ寄よった。

　しかし、お巡まわりさんは歩あゆ佳かに気きづく様よう子すもなく、フラフラと歩あるいていた。

「入はいられた　入はいられた」

「えっ？」

　見みると、お巡まわりさんの目めは血ち走ばしり、ギョロギョロと動うごいていた。

「入はいられたあぁああ！」




　バタンッ




　お巡まわりさんはそのまま崩くずれるように倒たおれた。

「きゃあ！」

　歩あゆ佳かは驚おどろきながらも、お巡まわりさんが歩あるいて来きた路ろ地じのほうを見みた。




　するとそこには、数すう人にんの人ひとたちが倒たおれていた。




「どうして??」

　意い味みが分わからないが、ここにいるのは危き険けんだ。

　歩あゆ佳かはあわてて知ち衣いたちのもとへ戻もどった。

「知ち衣いちゃん、世せ莉り那なちゃんを連つれて逃にげよう！」

　歩あゆ佳かは、世せ莉り那なのそばに座すわっている知ち衣いに言いう。

　だが、知ち衣いはなぜか下したを向むいたまま動うごかない。

「知ち衣いちゃん？」

　歩あゆ佳かが戸と惑まどいながら声こえをかけると、知ち衣いは、ゆっくりと顔かおを上あげた。




「入はい　られ　た」




　その目めは血ち走ばしっていた。

「知ち衣いちゃん！」

　知ち衣いは、目め玉だまをギョロギョロと動うごかしながら立たち上あがると、フラフラと歩あるき出だす。

「待まって！」

　歩あゆ佳かは知ち衣いの腕うでを掴つかむが、まったく動うごきが止とまらない。

「入はいられた　入はいられた」

　知ち衣いはそうつぶやきながら、フラフラと歩あるいて行いく。

「知ち衣いちゃん、待まって！　止とまって!!」

　歩あゆ佳かは必ひっ死しに知ち衣いの動うごきを止とめようとした。




　ウフフフ




　ふいに、女おんなの子この笑わらい声ごえがした。

　前ぜん方ぽうに、ひとりの女おんなの子こが立たっている。

　女おんなの子こは、歩あゆ佳かたちを見みつけると近ちかづいて来きた。

　その足あし取どりは、しっかりとしている。

　歩あゆ佳かは、女おんなの子このもとへ走はしると、声こえをかけた。

「お願ねがい、助たすけて！　友とも達だちが大たい変へんなの！」




「大たい変へん？　それは、どんな風ふうにですか？」




「えっ」

　女おんなの子この声こえは、まるで男おとこの人ひとのようだった。

「えっと、あの……」

　戸と惑まどう歩あゆ佳かのそばに、女おんなの子こがやって来くる。

　女おんなの子こは、黒くろい服ふくを着きて、黒くろいフードをかぶっている。

　そして、雨あめも降ふっていないのに、青あおい傘かさを差さしていた。




「大たい変へんなことなんて、何なにもないと思おもいますよ。ウククク」




　女おんなの子こはくるりと傘かさを回まわす。

　傘かさには大おおきな目めがあり、不ぶ気き味みに笑わらっていた。

　刹せつ那な、風かぜが吹ふき、フードに隠かくれていた女おんなの子この顔かおが見みえた。

　女おんなの子こには、目めも鼻はなも口くちもない。




　顔かおのない子こ供どもだ。




「きゃあああ！」

　たじろぐ歩あゆ佳かをよそに、知ち衣いは顔かおのない子こ供どものそばまでフラフラと歩あるく。

　顔かおのない子こ供どもは、そんな知ち衣いを捕つかまえるように抱だきしめた。

「人にん間げんをこんな風ふうにするなんて、とても素す晴ばらしいですねえ。ウク、クククク」

　声こえは、青あおい傘かさから聞きこえる。

「な、何なんなの……」

　歩あゆ佳かが戸と惑まどっていると、青あおい傘かさの目めがジロリと睨にらむように見みつめた。




「次つぎは、あなたの番ばんですよ。ウクククク」




　瞬しゅん間かん、知ち衣いが激はげしく揺ゆれ動うごいた。

「知ち衣いちゃん！」

　知ち衣いは顔かおを上うえに向むけて、口くちを大おおきく開あけた。




　その口くちの中なかから、渦うずを巻まいた真まっ黒くろな煙けむりのようなものが出でて来きた。
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　そのまま、知ち衣いは崩くずれるように倒たおれる。

「知ち衣いちゃん!!」

「ウク、ククク。彼かの女じょより、自じ分ぶんのことを心しん配ぱいしたほうがいいですよ。ウズクロは、あなたにも興きょう味みがあるようですからねえ」

　浮ふ遊ゆうしていた真まっ黒くろな煙けむりが、渦うずを巻まいたまま空くう中ちゅうでピタリと止とまった。

　黒くろい煙けむりは、ウズクロだったのだ。

　次つぎの瞬しゅん間かん、ウズクロは歩あゆ佳かのほうへ向むかって飛とんで来きた。

「嫌いやっ！」

　歩あゆ佳かはあわててその場ばから逃にげ出だした。
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「嫌いや！　嫌いやっ！」

　歩あゆ佳かは全ぜん力りょくで走はしりながら、助たすけを求もとめる。

　だが、誰だれも道どう路ろを歩あるいていない。

（どうして??）

　住じゅう宅たく地ちにやって来きたが、どこにも人ひとの姿すがたがない。

（このままじゃ、世せ莉り那なちゃんたちが）

　ウズクロに入はいられた人にん間げんは、その後ご死しんでしまう。

（もし私わたしも入はいられたら）

　歩あゆ佳かは怯おびえながら、後うしろを見みた。




「あれ？」




　ウズクロが追おって来きていると思おもったが、どこにも見みえない。

「うまく、逃にげられたのかな……」

　歩あゆ佳かは、辺あたりを警けい戒かいしながら、立たち止どまった。

（今いまの内うちに誰だれかに助たすけてもらわなくちゃ）

　ふと見みると、近ちかくに小ちいさなスーパーがある。

（店みせなら誰だれかいるはずだよね）

　歩あゆ佳かは、ウズクロを警けい戒かいしながら、スーパーに駆かけ込こんだ。

　だが、店みせの中なかを見みてぼう然ぜんとなった。




　店てん内ないには、なぜか誰だれもいなかったのだ。




　陽よう気きな店てん内ない用ようの音おん楽がくはかかっている。

　商しょう品ひんも棚たなに並ならべられている。

　しかし、人ひとがひとりもいない。

「どういう、こと……？」




　コツン




　そのとき、そばにある『従じゅう業ぎょう員いん専せん用よう』とプレートがかかったドアの向むこうから、小ちいさな音おとがした。

　ドアの向むこうは、倉そう庫このようだ。

「そこにいるの？」

　もしかしたら、スーパーにいた人ひとたちもウズクロに襲おそわれそうになり、倉そう庫こに避ひ難なんしたのかもしれない。

「助たすけて下ください！」

　歩あゆ佳かはドアを開あけると、倉そう庫この中なかに飛とび込こんだ。




　その瞬しゅん間かん、何なん人にんもの人ひとたちが崩くずれるように倒たおれかかってきた。




「きゃ！」

「入はいられた　入はいられた」

　倒たおれた人ひとたちは、血ち走ばしった目めをギョロギョロと動うごかしながら、つぶやき続つづける。

　後うしろにも、10人にんほどの人ひとたちが倒たおれていた。

　スーパーの従じゅう業ぎょう員いんと客きゃくだ。

「入はいられたあぁああ！」

　倒たおれた人ひとたちが叫さけび声ごえをあげる。

　同どう時じに、フラフラとしながら上じょう半はん身しんだけを起おこし、顔かおを上うえに向むけ、大おおきく口くちを開あけた。

　人ひと々びとの口くちから、黒くろい煙けむりが渦うず巻まきながら次つぎ々つぎと出でて来きた。

「そんな！」




　ウズクロは１つだけではない。いくつもいたのだ。




　浮ふ遊ゆうするウズクロの１つが、歩あゆ佳かのほうに飛とんで来くる。

「きゃああ！」

　歩あゆ佳かは逃にげようと思おもうが、恐きょう怖ふのあまり身体からだが動うごかない。

　ウズクロに入はいられる。そう思おもった瞬しゅん間かん──、

　誰だれかが、歩あゆ佳かを後うしろから抱だきしめ、横よこに転ころがった。




「大だい丈じょう夫ぶか！」




　歩あゆ佳かを救すくったのは、白しろいフードの少しょう年ねん──、雷らい太ただ。

「怪け我がは？」

「な、ないです」

「よし！」

　雷らい太たは歩あゆ佳かを守まもりながら立たち上あがると、お札ふだを構かまえた。

「雷らい太た！　ウズクロがおったんやな！」

　ジミーも倉そう庫こに駆かけ込こんで来きた。

「ジミーくん、早はやくフシギくんを！　駐ちゅう車しゃ場じょうにいるはずだ！」

　どうやらフシギたちは、分わかれてこのスーパーを探たん索さくしていたようだ。

「やけど、お前まえひとりじゃ」




「大だい丈じょう夫ぶ。僕ぼくだって、ひとりでできる！」




「雷らい太た……」

　ジミーは、雷らい太たを見みて大おおきくうなずいた。

「よっしゃ、君きみはこっちへ来くるんや！」

　ジミーは歩あゆ佳かに声こえをかけた。

「犬いぬが──」

「今いまはそんなこと言いってる場ば合あいやない。早はやくするんや！」

　大おお声ごえでそう言いうジミーに、歩あゆ佳かは驚おどろきながらも、あわててドアのほうへ走はしった。

　ウズクロの１つが、そんな歩あゆ佳かを追おおうとする。

　しかし、その渦うず巻まく黒くろい煙けむりのような物ぶっ体たいに、雷らい太たのお札ふだを持もった手てが伸のびた。




　ドスンッ




　瞬しゅん間かん、お札ふだを貼はられた黒くろい煙けむりのような物ぶっ体たいが、黒くろい石いしのようになって、床ゆかに落らっ下かした。

「お前まえたちにお札ふだの効こう果かがあるのはすでに分わかってる。ここに来くる間あいだにいくつも倒たおしたからな」

「行いくで！」

「は、はい！」

　歩あゆ佳かはジミーとともに、倉そう庫この外そとへと駆かけ出だす。

　雷らい太たはその姿すがたを見み届とどけると、倒たおれている人ひとたちをじっと見みつめた。

「お前まえたちはいつもそうだ。何なんの罪つみもない人ひとたちを平へい気きで不ふ幸こうにする……」

　お札ふだを持もった手てに力ちからが入はいる。

　雷らい太たはウズクロたちを睨にらみつけた。




「僕ぼくは、お前まえたちを絶ぜっ対たいに許ゆるさない！　滅めっせよ！」




　その瞬しゅん間かん、ウズクロたちが同どう時じに雷らい太たに襲おそいかかる。

　雷らい太たはありったけのお札ふだを両りょう手てに持もち、大おおきく振ふり上あげた。




　しばらくして。

　スーパーの倉そう庫こに、フシギとジミーがやって来きた。

「雷らい太た！」

　ジミーは倉そう庫この中なかを見みるが、いるのは倒たおれた人ひとたちだけだ。

「まさか、そんな！　雷らい太た、やられたんか？」

　ジミーは倒たおれている人ひとたちを見みて、必ひっ死しに雷らい太たを捜さがした。




「そう、じゃないよ……」




　ふと、倉そう庫この奥おくのほうから声こえがした。

　見みると、そこにはボロボロになった雷らい太たが壁かべに背せをつけ、座すわり込こんでいた。

「雷らい太た、無ぶ事じやったんか！」

　ジミーはうれしそうに笑わらうと雷らい太たに駆かけ寄よる。

　一いっ方ぽう、フシギは、雷らい太たのそばに、お札ふだが貼はられた黒くろい石いしが積つみ上あげられていることに気きづいた。

「全ぜん部ぶ倒たおしたんだね」

「ああ、何なんとか頑がん張ばったよ……」




「キミは、本ほん当とうにたくましくなったね」




「フシギ、くん……」

[image: ]

　それを聞きき、雷らい太たは思おもわず笑えみをこぼした。

　フシギは、手て帳ちょうを取とり出だし、呪じゅ文もんを唱となえる。




　セラテイロノ　セツウイロノ　シャ・エイ







[image: ]




　次つぎの瞬しゅん間かん、黒くろい石いしになったウズクロたちから奇き妙みょうなマークが現あらわれ、キラキラと輝かがやき、開ひらかれたページに反はん転てんして写うつし取とられた。

「これで、ウズクロは全ぜん部ぶ回かい収しゅうできたはずだ」

「あの、みんなは??」

　ドアのそばで、歩あゆ佳かが隠かくれるようにフシギたちを見みていた。

「大だい丈じょう夫ぶ。今日きょうウズクロに襲おそわれた人ひとたちは、すぐに元もとに戻もどるだろう」

「じゃあ、世せ莉り那なちゃんも知ち衣いちゃんも」

　歩あゆ佳かは、友とも達だちが死しなずに済すむと知しり、ホッと息いきを吐ついた。

「ところで、あなたたちは誰だれなの？」

　歩あゆ佳かは、フシギたちがフードをかぶっていることが気きにかかった。

「もしかして、さっき会あった女おんなの子この知しり合あい？」

「なんやて!?」

　ジミーが大おおきな声こえをあげた。

「それは、黒くろいフードをかぶった女おんなの子こやったんか？」

「う、うん。目め玉だまのある青あおい傘かさが話はなしかけてきたの」

「フシギ！」

　ジミーは、フシギのほうを見みた。

　しかし、フシギは首くびを小ちいさく横よこに振ふった。




「この町まちには、もういないようだ」




「くそっ、タッチの差さやったんか」

　ジミーは悔くやしそうに地じ団だん駄だを踏ふむ。

「何なんとしても、早はやく青あおい傘かさとヒミツちゃんを捕つかまえないと」

　苦にが々にがしい表ひょう情じょうで言いう雷らい太たの言こと葉ばに、ジミーは大おおきくうなずいた。

「青あおい傘かさは、ヒミツを使つかって一いっ体たい何なにをするつもりなんだ……」

　フシギは、赤あかい手て帳ちょうを見みつめながら、そうつぶやいた。
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　小こ高だかい丘おかの上うえ。

　ヒミツが、青あおい傘かさを差さして、ひとり立たっている。

「ウクク、さすがフシギさんですねえ。ウズクロを全すべて回かい収しゅうしてしまうなんて」

　青あおい傘かさの大おおきな目めが、ヒミツを見みつめる。

「さあ、次つぎの場ば所しょへ向むかいましょうか」

　その言こと葉ばに操あやつられるかのように、ヒミツはゆっくりと歩あるき始はじめようとした。

　すると、そんなヒミツの前まえに、ひとりの少しょう年ねんがやって来きた。

　その少しょう年ねんは、青あおいフードをかぶっている。

　マボロシだ。

　青あおい傘かさはマボロシを見みて、目めを細ほそめた。




「お久ひさしぶりです」




　青あおい傘かさがそう言いうと、ヒミツが跪ひざまずく。

「すべて、計けい画かく通どおりのようだね」

　マボロシは青あおい傘かさを見みて、にやりと笑わらった。

「あなたのおかげですよ。あと少すこしですべてが上手うまくいきます。これで、私わたしの夢ゆめが叶かないます」




　ウク　クク　クククク




　青あおい傘かさの不ぶ気き味みな笑わらい声ごえが辺あたりに響ひびく。

　マボロシは、小ちいさくうなずくと、跪ひざまずくヒミツをじっと見みつめた。

「ヒミツ、キミは本ほん当とうに素す直なおで可愛かわいい妹いもうとだね。──さあ、立たって」

　マボロシはほほ笑えみながら、ヒミツに手てを差さし伸のべた。

　だが、ヒミツはその手てを握にぎろうとはしない。

「ヒミツ……」

　次つぎの瞬しゅん間かん、マボロシは強ごう引いんにヒミツの手てを掴つかんだ。

「キミは、僕ぼくのものだよ。これからもずっとね」
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　目めと鼻はなと口くちのないヒミツをじっと見みつめ、マボロシはにやりと笑わらう。

「さあ、行いこう。次つぎの町まちへ」

　マボロシはヒミツを立たたせると、その手てをしっかりと握にぎりながら、その場ばから歩あるき始はじめる。

　その背はい後ごにある壁かべには、呪のろいのマークが刻きざまれていた。









































































恐きょう怖ふコレクター




巻かんノの十じゅう八はち　明あかされた過か去こ








作さく　佐さ東とうみどり　鶴つる田た法のり男お

絵え　よん





角川つばさ文庫





2022年2月9日　発行





ver.001





©Midori Sato/Norio Tsuruta 2022

©Yon 2022





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川つばさ文庫『恐怖コレクター　巻ノ十八　明かされた過去』

2022年2月9日　初版発行





発行者：青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only












佐東みどり／作

電波少年的放送局企画部「放送作家トキワ荘」出身の脚本家、小説家。アニメ『サザエさん』やドラマ『念力家族』の脚本を担当。ベストセラーとなった角川つばさ文庫「恐怖コレクター」シリーズの著者でもある。




鶴田法男／作

映画監督・作家。Ｊホラーの原点、ビデオ映画『ほんとにあった怖い話』で監督デビューし、同名テレビドラマが夏の風物詩となる人気番組に。角川つばさ文庫『恐怖コレクター』で小説もヒット。主な映画に『リング０　バースデイ』『おろち』など。




よん／絵

新潟県生まれのイラストレーター。イラストを手がけた主な作品に「恐怖コレクター」シリーズ、『ナミヤ雑貨店の奇蹟』『自閉症の僕が跳びはねる理由』『僕はまた、君にさよならの数を見る』（すべて角川つばさ文庫）などがある。














装丁　ムシカゴグラフィクス












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















OEBPS/Images/embed0035_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg
/Vw i B0 # >
(Rt 32 LS AR SV
weD & 3 o >
W, FEADLVZEFE AL,
Sl T IS A

ZNDB. MFORKDV LY o7t \R5,






OEBPS/Images/embed0031_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0013.jpg





OEBPS/Images/embed0025_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0019_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0007.jpg





OEBPS/Images/embed0041_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0022_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0038_HD.jpg
Q035

#@H et a0 UK
oL BRQULLsiiEe
ZIRHENANLANGLN

N2 EE SO Y
[Nngs

IR U LSRATRL 6N

Vg L2v05 e

MM K QEEEL
B IEN R Ee
AN . b
HK UnuOMe-
e & & NN DO sy
H HIEQ-LN\NDWNYS EE

J0H 0 DSl S0 B SIS
QK

S T AL RIS

V192050

mwmmmﬁxwwgat
RS R VB S

BONN  ONAV QO 08 o0

?&Oﬁmz.wm@ﬁm.:\ﬁz.. I

LIt

.b._cn.. SHSNIPAK<R RS0

av Wy #3540 &

WO HIR IS K — KRB IR

1 % ]

b2§2§2%®% tsmﬁw

LI 2% t? 10 Qi b

LI O 5 < R ISERS LIJEIS

10N L2w%n NQ = eh B}
Wik <SelEsir
g2

NhSZA]

[AlaRSVARN]

ﬁ ﬁ#%;ﬁbt@éb5ﬁb

av y

ASDOME L — KR

2 QNP>

IRMQ @@ ReHhayL°

0] 1.2 0N

k4P’ %y%bxég5 AVIE}

85 @V

<CE%EEDEM@°

E%

88 =3 By e 21
ER#ONES R LI6OL (TS

A%bwhmﬁnwubsmi 107 BETR

SIS N Y ,Mﬁ \.oabb
R UNONOW S [NAVAICRS]
PIOLRS

WK /t#:qELAé@%ED
RQUESIVEINY 2R

282
-

k-
§§

B oW &

HUVKRE UL

M2 188

_ctu fﬁﬁ@é@;ﬁkib
@ UISHRENNSR

2 RRD2 WK A R i
Po- W= E.@Xl, KON
SO0

A20%0 D 13

1)

» 2 W S5 [§)
SR EE KoKl 2
S L2 ALun

1@ v <IRSBERNENL
[EE IS

B BB E

Q035

TLZH@A%V

72. T *Lx'f”

_

W rutﬁE%ﬂ%L
agtmbonntbio
SEHBS VRN

Ic &,
%bmrﬁ

D8N D% 50 &

C@@%D@E FD%@%@%
SRR (FR)°

o ain RS %0

NINSINEH IV ERERC-






OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0034_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg
~omek W\ :vMAvu&z?w/

comek rﬁlﬁﬁn}m{ T umm-ﬁ?\xc}w

nnmeE bh)\,vkxv}i\./a&o ©oNmeE ﬁ\%/\yn
+nmek W“@QD

\ BN\ B
/ . N\
\J\\M( .
/ A . /





OEBPS/Images/embed0030_HD.jpg
i B3 h b HL F

ROBPT, HDLDLBLOLENREZRNT b,
ZRE[EoTIAl B LA LG,

U &4 » A A IR F
ERoRbYICAS AEERLTAT, BLEOMBL,
ZOKBROIBE>TEANCH>TLES
HHLERLES LR HELL DR —,






OEBPS/Images/embed0000.jpg
EX el A

WL o5 —

5wS I&

o+

HY

&

2]

{ BEpanmix

FEHED BEES -
&h -

WA DIEI VG





OEBPS/Images/embed0044_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0016_HD.jpg
| ves
roc| BROM L, <¥;~&D'W)F+/l~/{§m]7>> ,?.ffcofco

%c A RN, s
KEORZZ\, BORDRICIE, ﬁﬁ)ﬁ)ﬁ/\fclﬂ%’)&% bi’lfclnfco
", W o WA
ﬁiU‘ZﬁEM)%OlOo
M . 5N

@ﬂi)ﬁo\ EoE&?i))ﬁU'E(éJz = HIT R BA e






OEBPS/Images/embed0023_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0040_HD.jpg
A BV A BV BA BL

Eiatbﬁss !%E&Esr:ss J:Ius'ess ()
B?ﬁ pEliDEETIEEESR~E5%!

BleEbOBTE
T102 8177

5 U #

ST RERETR 2-13-3
Aliowasm
[ EEaL -] %

. zr:“so)ﬁ&,mxb\ g_anl:anrc ;
HIRICE- S fb oS, BxTh.
- ¥R BOEDDICHBHNEDGOS, HXTR
L\TJLMRIFEL\EE‘!&*}
CEPE TV AR A DT

4S5ANDBTH

T102-8177
ERHFREXELR 2-13-3
alioizayE .
[DlEEBehI7YIST] &

E’\_C-**%L\D‘Ebﬂi‘d/ub\
CIEEE T,






OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg
usé@n%o

P T%

ﬁ@@%%ﬁw

~~~~~ -,
C@éx%@* iU ey

P_ rer /.@A.m.*;)&voc..c

v
URER R

RS SRR

ET%Q_E%@i

Q5 VR

HEK -2 2L =" %m%orﬁvo
NN AN —°

A9 9

AW W

RS RET AL
EROWEDEHONEK
PRGNS SIS NN

%E tmﬁﬁm%%)\

(S
Fodw [EME ]
7y¥aES/@¢inwm
— oy BERS
$2 8 4 o
RGOl I o] U201
P D

__”,_zg%én%a
%E&b.néo CQE% He

S0

O

w0

P20
e A

ol .

paladen e L o o

NAH QRIh G #°
A PR e AR
ﬂﬁfﬁ%ammia
ﬁ&ﬁoo E N6

TS NEDHIV Cr0°

*__ﬁwm.@%%kofmf

viHy

Bl - )%Enfé

7 /.x‘@nn 7/*“.?%
?ﬁ&&” zﬁ»ﬁ/l

Gy

= @.ﬁh WEIHEY Ss0°






OEBPS/Images/embed0037_HD.jpg
19 N 8

K 18187 NN H619ER F
St

S5 SNBSS QOB

(7] NQ Hi5

AM%VD hl%ﬁ.\ﬁll\v::u%o

\_\

Aviosn g

N ST PIMNN St t.Dam
Sttto e

00 D0 A 2 R

bmnxo_w_;m;m_@.m. L8 Ofitor°

[0 8¢ 2

h;dttﬁ%@ﬁﬂ%(iﬂ(

Habh2 D0 & N0 RE

mm»mbibto P KIKSHe R

i B2 N Vg

WIEN Re LNt _HEE-O

o - pen

5&btﬁﬁ<t§¢t§iﬂ?

oD

.I.D.Dtbto FaueomLy A_,E.

L DN &

t%aﬁaitmm.v;%b_bﬁb
SHO8° VIR LANIREE
5N RIHOMENKL”
[NEHVLIBNLL K2t
VB D K212

315}

E@Inab.bﬂ 546 VKISV

fo LN QUREI B s SR

MR MNP uvs__mﬁ.._._d..ubtb.__lo
P L VZ.HMHE.D_ Jiga' & I‘I.o

{5

{k=

52

NS B30 Ao
~E M

B EREIODIERD

e S P as

B S50 LANDIOHEIRS

LERIRYR— RN
OSUPPERT
RESETUPRIIRES
hy*»@%mﬁwtn %
ETYVAINT : [NWICY- A4S
N2URL®

ANgsin Bav

%ﬁ?@h\/7w@ ENVaY i

felEey

KON RSB PITI o6 @

VA

H NVONK™N BT 495

P3 R O BAav e

HFRHHSHIRK L L&Dbﬁimb

D8NV

XEOSNS C.CL:J@%#E

) A

EERI e

Nas

A_/@@?meCDN_E VeI

2 2PN W55

HookERNERTION

6

::Dt.—g%mno

1536

i HERLVINIO LR TRILA

a 1 AQ

M2 Kb BEEGLN
2INeS

N2 pITai 60
1818” BOMH61o

Sy v Buo b AQY

[EE TR Moo S

£ $Q %N Q LW5 w0D%N

R AR QRO

H2¢L24N PN

BFEZRoHuNveLAKD
BRI SIIe
4N PN B LY MO g%

Jﬁ?;lb®ﬁl%@§bh

B VL

A2 DR UETE VIS0

oun Skl engs

tx_DT\_EEﬁI@ _ .VA.D._.ﬁ%TS_g

ALY L2 8O

D = |EAROLAN=
LIRS SFRICIor

o}

150 ,%}ﬁ






OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg
»FTH

e
P A%
ESLDTE? e

IS Iu(i’E"bb\&L\G)(u

UlE#d (e )
HORc. vz ®
N B
@ 5ok, LEHSEA. IETEO?
O &R
@ UBaS0A? |
O\ &
@ BR. LEBLPA? ESLED?

+0O( ) J
e






OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0033_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0027_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0020_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0043_HD.jpg
AT

BOOKY~WALKER





OEBPS/Images/embed0029.jpg





OEBPS/Images/embed0017_HD.jpg
T i I,l':[.w,‘,w
o

| c,y'l‘."f"lz .‘,,/”,'

W

Ll






OEBPS/Images/embed0024_HD.jpg
D5WEC 5 2}

AT A

O
@)
)
'
fi
)
N
S\
R
S
)
S
o
<
N
S

‘%V) S
A

(14

AN LT A AC S 285 B H LU






OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg
B o BWAEERR Y SN

\ D ) S35 Qo Vi
[RRIME |8 &Xey

1 TN

ERE 8 0§ S 0

1 g Hag

VO PIYQ 2
@%ﬁﬁ%&ﬁﬁ»&k
B2 N \T°

YO P

FREUERY

@ 7 = 7 .«NA_\ ,,,,,,..,,, A D .u/u»w,;mnh;

- gL I a‘%mﬂmﬁmﬁﬁw
SHp LU Y EIR A0 M cEyovee

Y





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		人物紹介


		目次


		１つ目の町　フシギとヒミツ


		２つ目の町　伸びる手


		３つ目の町　ワタシトアソボ


		４つ目の町　呪いのＣＤ


		５つ目の町　待ってさん


		６つ目の町　ウズクロ


		恐コレ通信


		奥付









Guide



			Cover


    		本編


    		目次








OEBPS/Images/embed0036_HD.jpg
#0550\

Rar D FELR

B

B ool pANREE

H2uNe2 fulghu-iey

ENNOL—JEHEK AR
o RN h—

S

0

#82

&
3

%#wanbMTamo

{k=

#2 A &

K128 DAUDUBEIR
B8N 21 e

Uin 24N

o Eakhis20S

ti

6®Fh_,m+®+_\&b®thtﬁo

22
H-
& e
$¢

{k=
§

v RS A AUV #6.2%%n

KK B L K =
B L F1Q R T NI/ BE R 4

A0siee ZHTEaNIEAL
184 D10

PORSRIEISE

g
mf

g

uUn Q05

i_?atim25 t:b<7y

HuNtse

REQHIK P Do® o2
POSUSURL

H t65— () [t fefotor)

SREERAONDININ—Y°

£2 8 DN 8910

TN i 6 80 E.E.DD
Hf® 7.y+..b.c_c_b._uJ_|_§b3

5 fo

tE%ﬁ:4E®79#beE

w2 w5

it RIKVEONS0201°
n5aﬁDﬁr::mot¥%
Eﬂ.bf .CEED_.CE__EL_CED—L

AMADYI D640

S DT moviEEw
2K QAR5 RPN
g

BE nawaN—UiiKeneo
ESSVIOIRV] T (VNI ck

SR 19101 K0P H TN Ot
DEPERE)”

VPRSIV 10

w0

_bﬁobtmeaot ESEr

N o2

MR 1IR3 S 9ha)” AMAR
WIKD X 6L S0 a D

Q05

(#)°

a2 8§ by 5 1)
[N+ ISR VRES

@bﬁb%b&ﬁtbt\:ot\
.ct,ﬁ__mwubi_go






OEBPS/Images/embed0032_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg
1

My |
Ui %

Ll






OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg
U3

] Brhz. SeotlnT
H FH
Blak. LEasvADBATRE:

*)

B 3 B0
BEITHEALPHLE,
KB e pfREt=0)!

nz AL 9 5<

ROBIc. MSHEVEOFHERZLTED

U(EH
<3 Bt =
BUVI—REDRF=RDFIEoT=L @

UlEH
gg EHE. B EAYED






OEBPS/Images/embed0028.jpg





OEBPS/Images/embed0026.jpg





OEBPS/Images/embed0018_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0042_HD.jpg
BHNERONUI [BURE BEB5LL.
uoFnsusEnFe (e,
RuRoBicdizsninTuceabnTng,
—anis, 7J#b‘1ﬂmt|§|llib3:otbh

22 — QT LIS

o4
+

,
T
18
X5

DB S

Bugo., BhodsokiaioRs v+,
TYHIsIst, BHEHEESRERDION?
esvrdbiiEalitssascmorRiicg?
5l ROy ATHNOT—sliconT

tews ot 3 oy

FruiEaziEols, Re@n. BHme

BsER
(ol






OEBPS/Images/embed0021_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0014_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0039_HD.jpg
SR S0 120 ﬁ;u\bgbot S FRNVINEING - wéybwfgntiﬁb\bno
B 22 o O 2PN (=)
B ERE'/II._ T:E ZL@ ©ouUn ey DoU 0 L 8 105 m/J\D._‘oD#Em/I_:_uDZ-A.DmKIu
\J2reianiE O n % Sk HQMESELE D RERY BB Ot
@@%&t%%tno RQOMRRNEOR’ el =
Ky un S 0 & R Wy bad b §5H wI.WE_{m ...... ° [’ HIe0
MK VO UL ?JZTZ@ 8H B Mo Wik 54 BLORHEOI 1o
8 105 8 03 50 b.f 5 LI 122
mx%_?t<nt+®@otu HEKAUP | HLOL
1B O fg an
TS UBESHOL° i e LOHI T # 1l
e BB P INUKRIE] VR TX A
e & T v 35 4N g ﬁBDL\ e 0 SNSKN s ) <
WH WK KOOSR 20 R T — B
K [A—e - =

RrvhisEs

L

[ENAJSMARSR

#0H5

NSUBIRS e -

B

T iRt
“.c,mﬁo/JTxy:

NEKR—AP 0 @
7

o B85 &

BIERITR QO
NERNL- B8

HFAEHEVFIvILTRI!






